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2010 年 8 月に設置された海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）は海外体験型教育プログラム関連科目の整備と学生への
提供をおこなってきました。今年度はモンゴル「環境と地域保全」、インドネシア「コミュニティ防災 ― 命を守るためのつな
がりを学ぶ」、バングラデシュ「開発途上国の生活環境の改善に貢献するモノづくりを提案する」、オランダ「国際司法・平和




援しました。さらに、GLOCOL 運営経費を用いて海外インターンシップ助成を行い、派遣期間が 1 ヶ月以上の海外インターン




する研究（科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究 代表者：大橋一友教授）やセミナーをとおして、学内外にも発信しています。 
大阪大学の全学的な取り組みである大学院等高度副プログラムは今年度も 7 プログラム実施しており、これまでに GLOCOL







てまいりました。今年度は未来戦略機構の第一部門である「超域イノベーション博士課程プログラム」に 2 名、第 5 部門であ











今年度で GLOCOL が設置されてから 9 年目にあたり、今までどのようにグローバル化に向き合って成果を生み出して来た
のかを、4 回にわたって GLOCOL 連続セミナー「大学とグローバル化：大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経験から」を実施し、
今までの成果や教訓から今後に向けた課題を共有し、多くの方々にご参加いただきました。このセミナーをまとめて GLOCOL
ブックレット 18 を刊行いたしました。 
日本医療研究開発機構（AMED）と独立行政法人国際協力機構（JICA）が共同で実施している SATREPS（Science and Technology 
Research Partnership for Sustainable Development）は 2011 年に採択され、ベトナムとの間で 2012 年度から 2016 年までの予定で
「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシステムの開発」の研究を実施しています。今年度も













また、JST の日本・アジア青少年サイエンス交流事業さくらサイエンスプランに 2 件が採択され、5 月にはタイ・バンコクの
トリアムウドム・スクサ高校から、生徒 9 名、教員 1 名を招へいしてバイオテクノロジーに関する日本の高度な技術や応用に
ついて研修を実施しました。また、7 月にはベトナムのレホンフォン英才高校とハノイ国家大学附属科学技術高校から生徒 8

























GLOCOL は、2007 年 10 月に実現した大阪大学と大阪外国語大学の統合に先立ち、両大学の研究教育資源を有効に活かしな
がら上記の目的を達成することをめざし、2007 年 4 月 1 日に設立された。設立年の 2007 年度には、組織的な基盤を固めつつ、
学内外との連携の構築に努めた。当初はセンター長 1 名、特任教員 4 名、事務職員 4 名の小人数で中之島センターを本拠地と
して出発した。2007 年 9 月には、センター長室と事務局を吹田キャンパスのウエストフロント棟に移転し、大阪外国語大学と
の統合後新たに設けられた本部事務機構国際部国際連携課国際連携係が、GLOCOL の事務を担当するようになった。なお、現
在は、本部事務機構総務企画部国際交流課国際連携係が担当している。GLOCOL は、その後人員を補充し、2015 年度末時点











野での人材養成を行うために、大阪大学として GLOCOL をどう活用するかなど、GLOCOL の管理運営に関する基本方針を審
議している。今年度は 2016 年 3 月 16 日（第 15 回）に開催した。 
 
2015 年度運営協議会委員 
国際・広報戦略、社学連携担当理事・副学長 岡村康行（2015 年 8 月まで） 




センター長    平田收正 
文学研究科長   和田章男 
人間科学研究科長   中道正之 
法学研究科長   竹中 浩 
経済学研究科長   大西匡光（2015 年 8 月まで） 
経済学研究科長   堂目卓生（2015 年 8 月から） 
理学研究科長   篠原 厚（2015 年 8 月まで） 
理学研究科長   常深 博（2015 年 8 月から） 
医学系研究科長   澤 芳樹 
歯学研究科長   天野敦雄 
薬学研究科長   堤 康央 
工学研究科長   掛下知行（2015 年 8 月まで） 
工学研究科長   田中敏宏（2015 年 8 月から） 
基礎工学研究科長   河原源太 
言語文化研究科長   木村茂雄 
国際公共政策研究科長   村上正直 
情報科学研究科長   井上克郎（2015 年 8 月まで） 
情報科学研究科長   尾上孝雄（2015 年 8 月から） 
生命機能研究科長   仲野 徹 
高等司法研究科長   三阪佳弘 










副センター長・教授 宮原 曉 









文学研究科教授 片山 剛 
オブザーバー（グローバル連携担当理事・副学長）星野俊也（2015 年 8 月から） 
オブザーバー（教育担当理事・副学長） 東島 清（2015 年 8 月まで） 
オブザーバー（教育担当理事・副学長） 小林傳司（2015 年 8 月から） 
















総務企画部国際交流課国際連携係が GLOCOL の事務を管轄している。係長、主任、事務職員、特任事務職員 3 名、事務補佐
員 2 名が勤務し、業務管理、庶務、教務関連、セミナー・シンポジウム開催、ホームページ作成、海外体験型教育企画オフィ





る（2016 年 3 月 31 日現在）。 
 
センター長・教授 平田收正 
副センター長・教授 宮原 曉（研究推進部門・グローバル共生グループ） 
副センター長・准教授 住村欣範（教育開発部門・国際協力グループ）（副センター長：2015 年 12 月より） 
講師   島薗洋介（研究推進部門・グローバル共生グループ） 
特任准教授  思沁夫（研究推進部門・国際協力グループ） 
特任准教授  敦賀和外（海外体験型教育企画オフィス） 
特任准教授  常田夕美子（教育開発部門・グローバル共生グループ） 
特任准教授  本庄かおり（海外体験型教育企画オフィス） 
特任准教授  吉富志津代（実践支援部門・グローバル共生グループ） 
特任助教  安藤由香里（海外体験型教育企画オフィス） 
特任助教  大野光明（研究推進部門・国際協力グループ） 
特任助教  小峯茂嗣（教育開発部門・国際協力グループ） 
特任研究員  福田州平（教育開発部門・グローバル共生グループ） 
招へい教授  小泉潤二（未来戦略機構特任教授） 
招へい教授  宮本和久 
招へい教授 山本容正（地球規模課題対応国際科学技術協力事業「薬剤耐性細菌発生機構解明と食品管理
における耐性菌モニタリングシステムの開発」） 
招へい教授  水越達也（日本化学工業協会部長） 
招へい教授  星野和実 
招へい研究員 上田宗平（地球規模課題対応国際科学技術協力事業「薬剤耐性細菌発生機構解明と食品管理
における耐性菌モニタリングシステムの開発」） 
招へい研究員  姉崎正治 
招へい研究員  中山達哉（大阪府立大学生命環境科学研究科特任助教） 
招へい研究員  起橋雅浩（大阪府立公衆衛生研究所主任研究員） 
招へい研究員  山田真弓 
招へい研究員  原 めぐみ 
招へい研究員  矢元貴美 
招へい研究員  JIMENEZ, Joselito Ranara 
国際交流課  満尾俊一課長、佐藤正子課長補佐 
国際連携係  深井 明係長（2015 年 9 月まで）、植林玉樹係長、中 美緒主任、鄭 丞牟事務職員 
特任事務職員  宮地薫子、片山 歩、畑中英理子 






GLOCOL は現在、吹田、豊中、箕面の 3 つのキャンパスにオフィスを構え、相互の緊密な連絡によって業務を遂行している。
吹田キャンパス内ウエストフロント棟には、センター長室および事務機能を担う本部オフィスが置かれている。センター長室
では、少人数での授業やミーティングができるようになっている。特任教員の研究スペースと GLOCOL 本体の事務機能の一
部が、豊中キャンパスの全学教育推進機構 全学教育総合棟 I の 3 階フロアにある。同フロアには FIELDO および学生用自主学


















頼し、今年度は、学内から 50 名の教員が GLOCOL を兼任した。








三田 貴 未来戦略機構特任准教授 
石井正彦 文学研究科 文化表現論専攻日本語学講座教授 
竹中 亨 文学研究科 文化形態論専攻世界史講座教授 
片山 剛 文学研究科 文化形態論専攻世界史講座教授 
栗本英世 人間科学研究科 人間科学専攻基礎人間科学講座教授 
中川 敏 人間科学研究科 人間科学専攻基礎人間科学講座教授 
森田敦郎 人間科学研究科 人間科学専攻基礎人間科学講座准教授 
平沢安政 人間科学研究科 人間科学専攻教育環境学講座教授 
中村安秀 人間科学研究科 グローバル人間学専攻人間開発学講座教授 
千葉 泉 人間科学研究科 グローバル人間学専攻人間開発学講座教授 







河森正人 人間科学研究科 グローバル人間学専攻地域研究講座教授 
岡田千あき 人間科学研究科 グローバル人間学専攻人間開発学講座准教授 
山本ベバリー・アン 人間科学研究科 人間科学専攻先端人間科学講座教授 
北村 亘 法学研究科 附属法政実務連携センター教授 
深尾葉子 経済学研究科 経営学系専攻経営情報講座准教授 
磯 博康 医学系研究科 予防環境医学専攻社会環境医学講座公衆衛生学教授 
祖父江友孝 医学系研究科 医学専攻社会医学講座環境医学教授 
大橋一友 医学系研究科 保健学専攻統合保健看護科学分野生命育成看護科学講座教授 
牧本清子 医学系研究科 保健学専攻統合保健看護科学分野看護実践開発科学講座教授 
宇野公之 薬学研究科 分子薬科学専攻生命分子化学講座教授 
原田和生 薬学研究科 附属実践薬学教育研究センター実践教育部講師 
池 道彦 工学研究科 環境・エネルギー工学専攻環境資材・材料学講座教授 
福井希一 工学研究科 生命先端工学専攻生物工学講座教授 
關 光 工学研究科 生命先端工学専攻生物工学講座准教授 
長谷川和彦 工学研究科 地球総合工学専攻船舶工学講座教授 
西田修三 工学研究科 地球総合工学専攻社会システム学講座教授 
尾方成信 基礎工学研究科 機能創成専攻機能デザイン領域制御生産情報講座教授 
真島和志 基礎工学研究科 物質創成専攻機能物質化学領域合成化学講座教授 
三宅 淳 基礎工学研究科 機能創成専攻生体工学領域生物工学講座教授 
ジェリー・ヨコタ 言語文化研究科 現代超域文化論講座教授 
大村敬一 言語文化研究科 言語文化専攻現代超域文化論講座准教授 
近藤久美子 言語文化研究科 言語社会専攻アジア・アフリカ講座教授 
竹内俊隆 国際公共政策研究科 国際公共政策専攻システム統合講座教授 
山内直人 国際公共政策研究科 比較公共政策専攻現代日本法経システム講座教授 
松野明久 国際公共政策研究科 比較公共政策専攻比較公共政策講座教授 
蓮生郁代 国際公共政策研究科 国際公共政策専攻国際公益システム講座教授 
尾上孝雄 情報科学研究科 情報システム工学専攻情報システム構成学講座教授 
堀井俊宏 微生物病研究所 附属難治感染症対策研究センター分子原虫学分野教授 
有末伸子 微生物病研究所 附属難治感染症対策研究センター分子原虫学分野助教 
東岸任弘 微生物病研究所 附属難治感染症対策研究センター分子原虫学分野助教 
西村謙一 国際教育交流センター 日本語教育研究チーム准教授 
仁平卓也 生物工学国際交流センター長・教授 
藤山和仁 生物工学国際交流センター教授 
高橋京子 総合学術博物館 教育・研究部資料基礎研究系准教授 
兼松泰男 産学連携本部 イノベーション部教授 
池田光穂 コミュニケーションデザイン・センター長・臨床＆フィールドコミュニケーションデザイン部門教授 











2015 年度は GLOCOL セミナーなどに、他大学や民間機関、大阪府警、外務省、国際機
関、NPO などから多数の講師を迎えた。また、海外フィールドスタディ 5 件が教育機
関や NGO、海外拠点などの協力の下に実施され、4 学部 4 研究科の 39 名が参加した。
海外インターンシップでは、海外インターンシップ助成プログラムのもと、国際機関、
研究機関、NGO などへ 16 名を派遣した。活動 4 年目を迎える SATREPS では、ベトナ
ムの 5 つの研究拠点での本格的な調査をすすめている。海外学術交流協定は今年度も














また、プロジェクトの集大成として、GLOCOL の 9 年間の経験をテーマに各グループが GLOCOL セミナーを実施し、その
成果をまとめたブックレットを 1 種出版した。 
教育活動については、大学院等高度副プログラムは 2014 年度と同様の 7 プログラム、グローバルコラボレーション科目は
50 科目が大学院等高度副プログラムおよび高度教養プログラムに提供、実施された。 
海外体験型教育プログラムについては、海外インターンシップ助成では昨年とほぼ同数の 16 名の学生を派遣、海外フィー
ルドスタディは昨年と比較すると規模が縮小となったが、計 5 本を実施し、39 名の学生を派遣した。 
研究活動としては、SATREPS（地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム）が順調に進捗しているほか、文部科研 11
件、受託研究／事業（SATREPS、さくらサイエンス）の実施、奨学寄附金を受入れた。 

























































14,927 千円 9.60% 
運営費交付金 
97,004 千円 62.39% 
受託研究費／受託事業費 












59,587 千円 38.33% 
管理費 










験型教育企画オフィス」（FIELDO：Fieldwork, Internship and Experiential Learning Design Office）
































2012 年 4 月 19 日のスタッフ会議にて GLOCOL の新しい体制が承認され、現在は 3 名の教員および 1 名の事務スタッフで運
営している（2016 年 3 月 31 日現在）。 
特任准教授 敦賀和外 
特任准教授 本庄かおり 
特任助教  安藤由香里 
特任事務職員 片山 歩 
 
② オフィス 




本年度も「海外フィールドスタディ A」（大学院生対象、1 学期）、「海外フィールドスタディ B」（学部生・大学院生対象、2





昨年度に引き続き「海外フィールドスタディ A」（大学院生対象、1 学期）、「海外フィールドスタディ B」（学部生・大学





















































(4)インターンシップを実施し実践的な経験をする（海外インターンシップ II を受講する学生） 
(5)インターンシップの経験から学んだことをもとに、自身の専門分野の研究や将来のキャリアプランに新たな方
向付けができるようになる（海外インターンシップ II を受講する学生） 
【履修者】 
13 名（医学・医学科 1 名、工学 4 名、国際公共政策 8 名） 
【講義内容】 
4 月 14 日 オリエンテーション 
4 月 21 日 履歴書・カバーレターの書き方 
5 月 12 日 インターンシップ経験者の体験談 
6 月 2 日 中間報告会、リスク管理 
6 月 16 日 実務レッスン 1（note-taking） 
6 月 30 日実務レッスン 2（communication） 
7 月 7 日 実務レッスン 3（communication） 









1 か月以上 3 か月未満：20 万円 


























3. 2015 年度助成対象者 
本年度の助成には 8 名が応募し、選考の結果 8 名（工学 4 名、国際公共政策 3 名、理学 1 名）（追加採択含む）
が助成対象となった。8 名の助成対象者のうち 1 名は、派遣団体からの費用補助を満額受給することとなり、本助
成を辞退したため最終的には 7 名が助成金を受給しインターンシップを実施した。 
4. 派遣先と研修期間 
1）Leibniz Centre for Agricultural Landscape Research （ZALF）（ドイツ）  2015 年 8 月 1 日～10 月 10 日 
2）IAV GmbH Ingenieurgesellschaft Auto und Verkehr（ドイツ） 2015 年 8 月 10 日～10 月 30 日 
3）Center for Molecuular and Macromolecular Studies Poland Academy of Science Department of Hetero Organic 
Compounds（ポーランド） 2015 年 9 月 1 日～10 月 31 日 
4）経済協力開発機構（OECD）貿易農業局（フランス） 2015 年 12 月 7 日～2016 年 3 月 2 日 
5）AIAB Lombardia（イタリア有機農業協会）（イタリア）2016 年 2 月 5 日～3 月 27 日 
6）Office of the Prime Minister, Government of Tuvalu（ツバル）2016 年 2 月 17 日～3 月 23 日 




























3. 2015 年度助成対象者 
本年度の助成には、12 名の応募があったが、うち 1 名は応募条件を満たしていなかったため受理できず、応
募資格を満たしたもののうち、選考の結果、9 名（法学部 2 名、工学部 1 名、工学研究科 1 名、人間科学部 2 名、
人間科学研究科 2 名、医学部 1 名）が助成対象となった。応募者のうち 1 名はインターンシップ参加取りやめ
に伴い、応募取り下げとなった。（※2016 年 1 月末現在、1 名は採否保留中） 
4. 派遣先と研修期間 
1）Indonesian Institute of Sciences, Research Center for Geotechnology（インドネシア） 2015 年 8 月 18 日～27 日 
2）Indonesian Institute of Sciences, Research Center for Geotechnology（インドネシア） 2015 年 8 月 18 日～27 日 
3）Borderless LINK（ミャンマー）、BLJ Bangladesh Corporation（バングラデシュ） 
Grameen Bank（バングラデシュ） 2015 年 8 月 20 日～9 月 17 日 
4）Sayariy Warmi（ボリビア） 2015 年 8 月 31 日～9 月 26 日 
5）Istituto Nazionale per la promozione della salute delle popolazioni Migranti e per il contrasto delle malattie della Povertà
（INMP）（イタリア） 2015 年 11 月 23 日～29 日 
6）Kenya Voluntary Development Association（ケニア）2016 年 2 月 18 日～3 月 17 日 
7）Tomlinscote School Sixth Form College（イギリス）2016 年 2 月 22 日～3 月 18 日 
8）Future Village（ネパール）2016 年 2 月 27 日～3 月 19 日 
9）VIA Programs（アメリカ）2016 年 3 月 18 日～27 日 
 
 




FIELDO では 2011 年度に WHO 神戸センターとの連携に関する会議を実施し、以下の事業において連携をしていくことを確
認した。 
1. インターンシップ派遣事業 








































保健学科、薬学、工学、国際公共政策、生命機能）から 16 名の申請があった。 
 
【参考】 
プログラム名称 グローバル健康環境（Global Health Environment） 




修了要件単位数 8単位以上 履修対象者 修士、博士 













4 月 16 日 講義の説明とオリエンテーション （GLOCOL 本庄かおり） 
4 月 23 日 国際保健の動向と課題  （厚生労働省 国際科 木阪有美） 
5 月 7 日 健康指標と社会的健康決定要因 （GLOCOL 本庄かおり） 
5 月 14 日 生活習慣病とグローバリゼーション （GLOCOL 本庄かおり） 
5 月 21 日 途上国の環境と健康  パラオ （未来戦略機構 三田 貴） 
6 月 4 日 途上国における母と子の健康  （長崎大学国際健康開発研究科 松山章子） 
6 月 11 日 地球環境と健康   （薬学研究科 平田收正） 
6 月 18 日 貧困病としての寄生虫病とマラリアワクチン開発（微生物研究所 堀井俊宏） 
6 月 25 日 エイジフレンドリーシティー：人口の高齢化に適した環境づくり（WHO 神戸センター 狩野恵美） 
7 月 2 日 発展途上国の環境と健康   モンゴル（GLOCOL 思沁夫） 
7 月 9 日 新興国の健康と環境 ベトナムの事例から（GLOCOL 住村欣範） 
7 月 16 日 国づくりは人づくり グローバルヘルス分野で出来ること（国立国際医療センター 藤田則子） 


























本年度は 2 研究科から計 3 名の学生が申請した。2011 年に開設した「国連政策エキスパート・キャリア形成論」は、2015
年度から国際公共政策研究科開講分のみとし、グローバルコラボレーション科目分は不開講とした。今年度は複数の研究
科から 10 名の学生が受講した。2014 年度からは減少したが、これはグローバルコラボレーション科目を不開講としたこと











4 月 13 日 オリエンテーション 
国連の取り組みと日本の役割（星野教授） 
国際協力分野の人材市場とキャリア（敦賀特任准教授） 
4 月 27 日 国連行政の概要と実務（蓮生准教授） 
5 月 11 日 特別講義（久木田純 前 UNICEF カザフスタン事務所長）（詳細は pp.15-16） 
6 月 1 日  国連による平和構築（敦賀特任准教授） 
6 月 15 日 国連で求められるコンピテンシーとは（敦賀特任准教授） 
6 月 29 日 ワークショップ：実務能力を身に付ける①（プロジェクト・マネジメント）（敦賀特任准教授） 
7 月 6 日  ワークショップ：実務能力を身に付ける②（プロジェクト・コンテスト）（敦賀特任准教授） 































連職員としての 30 年を例に議論いただいた。 















課程進学。1985 年外務省 JPO 試験に合格、翌年から国連職員としてユニセフ駐
モルディブ事務所に派遣され、駐日事務所、駐ナミビア事務所、駐バングラデシュ
事務所、ニューヨーク本部を経て、駐東ティモール事務所代表、駐カザフスタン





神戸大学大学院非常勤講師、(NGO)Climate Decision 代表。 
【備考】 

















































































● GLOCOL セミナー（128）/FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（28） 
国際刑事裁判所の重要性と可能性 ― 国際司法におけるキャリア形成 
 
【講演者】 
尾崎久仁子（国際刑事裁判所判事・第 2 副所長） 
【開催日・場所】 


























ジョバンニ・ガネリ（IMF アジア太平洋地域事務所 次長） 
【開催日・場所】 







2003 年に IMF に着任。財政局、欧州局および IMF 研修所（現 能力開発局）に
てヨーロッパ、アジア、アフリカ地域における様々な代表団での任務を担当。2012






























忍足謙朗：国連世界食糧計画（World Food Programme - WFP）元アジア地域局長。30 年以上にわたり国連に勤務し、人
道支援、開発支援の現場で活躍。WFP ではボスニア紛争、コソボ紛争などの紛争地、内戦時代のカンボジア、スーダン
共和国等で大規模な緊急支援の指揮をとる。2009 年から 2014 年、WFP アジア地域局長を務め、アジア 14 か国の支援の
総責任者となる。この道のリーダー的存在として国内外で評価され、2006 年に TBS「情熱大陸」、2014 年には NHK「プ





































● FIELDO BBL セッション（18） 
あなたも日韓学生フォーラムに参加しませんか？ 2016 年日韓学生フォーラム説明会 
 
【リソースパーソン】 
岡田果歩（外国語学部朝鮮語専攻 3 年）ほか 2 名 
【開催日・場所】 


































2015 年度 FIELDO グローバル・エキスパート連続講座 参加者の所属内訳 











































理学 医学 工学 経済学 
基礎
工学 歯学 計 
















機能 薬学 計 




























⑥ FIELDO 学生用自主学習スペース（STUDIO） 










2015 年度の利用状況：利用者数月平均は、昨年度とほぼ同数であり、引き続き STUDIO が活用されいてる。 
 
2015 年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均（人）
STUDIO（授業込） 275 270 399 400 89 91 222 276 222    249 








に、5 月 25 日-26 日にボストンにて行われた NAFSA （National Association of Foreign Student Advisers）のリスク管理ワーク
ショップに参加して、情報収集を行った。また、7 月 30 日には NAFSA リスク管理ワークショップの要素を取り入れた危機管
理シミュレーションを GLOCOL 教職員および阪大内他部局教職員も参加して実施した（詳細は p.48）。これらの取組みをもと
に、IAEVG 国際キャリア教育学会（9 月）、Asia Pacific Career Development Association 研究大会（9 月）、大学教育における「海
外体験学習」研究会年次大会リスク管理分科会（12 月）において研究成果発表を行うとともに、公開シンポジウム「大学のグ
ローバル化と学生海外渡航時のリスク管理－学生を守る・大学を守る－」（1 月 27・28 日）を開催して日本全国の大学等関係






















2015 年度、GLOCOL では計 5 本の海外フィールドスタディ・プログラムを実施した。内訳としては、科目「海外フィールド
スタディ A」として実施したプログラムが 3 つ、「海外フィールドスタディ B」として実施したプログラムが 1 つ、「海外フィー
ルドスタディ S」として実施したプログラムが 1 つであった。また、この 5 本のプログラムでは、さまざまな助成プログラム
を活用して、派遣学生に渡航費の一部補助を行った。その一覧は以下のとおりである。 
 



















































派遣：2015 年 9 月 1 日～10 日 参加学生：2 名 
 


























海外フィールドスタディ B 「国際司法・平和の現場を知る」 



























































































































0 0 0 0 0  


































３．GLOCOL 提供 大学院等高度副プログラム 
今日、大学には、多様化する国際社会においてリーダーシップを発揮することのできるプロフェッショナルの育成が求めら
れている。そうした人材の育成には、各学部、研究科での専門教育とともに、それらを異なる専門性と結びつけ、実践的な課
題に即して深める座標軸が必要である。GLOCOL では、大阪大学の複数の研究科との連携により、これまで 8 つの高度副プロ
グラムを開発することで、全学の大学院生、5、6 年次の学部学生にこうした座標軸を提供してきた。 
その歴史をひも解けば、2009 年度から、「グローバル共生」「人間の安全保障・社会開発」「司法通訳翻訳論」の 3 つの高度
副プログラムの試行を行い、2010 度には、これらの 3 つのプログラムを正式に実施するとともに、新たに「現代中国研究」が
加わった。また、同年度より「人間の安全保障・社会開発」は、「人間の安全保障と開発」に名称を改めた。そして 2011 年度
には、「医療通訳」「グローバル健康環境」「国連政策エキスパートの養成」の 3 つの高度副プログラム、さらに 2013 年度には、
「東アジアの地域環境」が新たに始まった。 
GLOCOL の高度副プログラムは、GLOCOL が独自に提供するグローバルコラボレーション（GLOCOL）科目をコアとし、










































人間科学研 19（1） 10（1） 2 8 1 4 1 
人間科学部  5 1     
法学研 2（2）  12 4    
法学部   13     
経済研  2  2   2 
医学系研  2（1）   7（1） 1  
薬学研  2（1）   4（2） 1（1） 2（1） 
薬学部        
工学研  2   2  1 
言文研 8（4）  18（12） 2    
OSIPP 7（2） 3 1 2 2 10（2）  
CSCD 5 1    1  
全学教育  1      
計 41（9） 28（3） 47（12） 18 16（3） 17（3） 6（1） 















































本プログラムは、2 科目の選択必修科目と、38 の選択科目から構成され、8 単位以上
の修得を求めている。選択必修科目は、「Theory and Practice of Human Security and 








































































オムニバス講義「現代中国研究」では、【第 1 部】20 世紀中国の射程と【第 2 部】21
世紀の中国と東アジアの 2 部構成となっており、第 1 部では、20 世紀に至る中国と東ア












大阪外国語大学と旧大阪大学が統合し、新たな大阪大学が誕生した翌年の 2008 年、GLOCOL では、共同研究プロジェクト「現
代中国学の新たなプラットフォーム」を発足させ、2009 年には、第 3 回「現代<中国>の社会変容と東アジアの新環境」の開催
をサポートした。2013 年、国際セミナーは第７回を数え、高度副プログラム「現代中国研究」の参加教員を研究組織とする「21
世紀課題群と中国」が、未来研究イニシアティブに採択された。 
GLOCOL は、高度副プログラム等の教育プログラムや Community Extension Research 等の実践的枠組みを用意することで、
学内の様々な教員が参加し得る共同研究を生み出すプラットフォームとして機能している。しかし、こうした共同研究をもと
に、真に学際融合的な知を生み出すプラットフォームとなり得るかは、大学全体にとっての今後の課題でもある。 



























































第 1 科目群：国際問題と多文化共生社会の基礎理論 






第 2 科目群：地域の多様性を読み解く 
中国文化コロキアム（＊）、東アジアの環境の現状と未来、東南アジア社会文化ケーススタディ A、東南アジア社会文化
ケーススタディ B、オセアニアのグローバリゼーション A、オセアニアのグローバリゼーション B 
 




環境問題への回路Ⅲ、Food Security, Globalization and Sustainability、フィールドワークと開発、マイノリティとグローバリ
ゼーション、Global Competency and Internship Abroad、法と共生社会実践演習Ⅰ、法と共生社会実践演習Ⅱ 
 
第 4 科目群：実践による多角的な学び 














































































































Mr. Furio De Angelis（UNHCR Representative in Canada） 
【開催日・場所】 




Special Seminar for World Refugee Day 
On December 4, 2000, the United Nations General Assembly adopted Resolution 
55/76, noting that 2001 marked the 50th anniversary of the 1951 Convention relating to 
the Status of Refugees. From 2001, June 20th would be celebrated as World Refugee Day. 
World Refugee Day brings you an opportunity to learn and understand about refugees. 
The Global Collaboration Center (GLOCOL) and Graduate School of Law, Osaka 
University has begun a new course entitled "Legal Service in Multicultural Society" this 
year. This special seminar provides you a chance to understand refugee issues.  
Mr. Furio De Angelis, UNHCR Representative in Canada will speak about 
"International Protection of Refugees: Global Trends of Displacement and Refugee 
Governance". 
【講師紹介】 
Furio De Angelis studied International Relations and International Law at the Political Science Faculty of the University of Rome, 
Italy, where he also obtained a post-University Diploma in European studies. Before joining the UNHCR, Mr. De Angelis was active in 
the field of international youth exchange and intercultural learning.  
In 1987, Mr. De Angelis joined the UNHCR and his work has taken him to various refugee operations all over the globe and to 
countries such as Afghanistan, Croatia, Pakistan, Turkey, Kenya, Ukraine and Sudan. His work positions have been in various capacities 
including as a field officer, protection officer, senior resettlement officer and Deputy Representative. Currently Mr. De Angelis is the 







● GLOCOL セミナー（127）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（27） 
国づくりは人づくり グローバルヘルス分野で出来ること 
 





● GLOCOL セミナー（128）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（28） 
国際刑事裁判所の重要性と可能性 国際司法におけるキャリア形成 
 





















2010 年 4 月から法務省法務総合研究所国際協力部教官。2011 年 7 月から 2014 年
7 月まで JICA ラオス法整備支援長期専門家としてラオス人民民主共和国へ JICA
法律人材育成強化プロジェクト派遣。2014 年 7 月から大阪地方検察庁・検事。
以下の執筆等がある。 
・「ラオス改正刑事訴訟法の概要」『ICD News』第 61 号 2014 年 12 月号
（http://www.moj.go.jp/content/001141361.pdf） 
・「法制度整備支援の海外現場からたかがチャート，されどチャート ～ラオ
スで画期的なチャートを作ろう！～」『法務省だより あかれんが』第 39 号、
2012 年 4 月（http://www.moj.go.jp/KANBOU/KOHOSHI/no38/two.html） 
・「隣国から学ぼう！～ベトナム法・司法制度改革支援プロジェクトとラオス








● GLOCOL セミナー（135） 

























ども達」より支援要請を受け、NGO ユイマール設立。モンゴルへの渡航は 30 回を越え、通算 4 年間をモンゴルの孤児院
で過ごす。2011 年、世界経済フォーラム（ダボス会議）が選出する若手リーダー










● GLOCOL セミナー（136） 









国際 NGO「国境なき記者団」が発表した 2015 年の報道の自由度ランキングによると、






















う 3～5 年間の研究プログラムである。GLOCOL では以下の研究課題を 2012 年度より実施している。 






















































Tran Thi My Duyen（薬学研究科 D2）（環境薬物解析） 
割鞘美苗（薬学研究科 M2）（環境薬物解析） 






















についての提言を含む予定である。プロジェクトは、微生物学 WG、薬学 WG、人類学 WG と人材育成 WG の専門ワー
キング・グループに分かれ、ベトナム 5 地域（ハノイ、タイビン、ニャチャン、ホーチミン、カントー）で活動してきた。
微生物学 WG は、薬剤耐性菌のうち、特定の抗菌性物質が効かない ESBL 産生菌をターゲット菌とし、食品中、健常人
















育成 WG は、本邦での長期・短期研修と現地研修を通じて計画どおり進捗しており、2015 年 9 月にベトナム人微生物学
者が博士号学位を日本の大学で取得した。 
2015 年 4 月 7 日には、南フロリダ大学から BOO H. Kwa 教授を招き、東南アジアの公衆衛生についての議論もおこなっ
た（詳細は p.41）。 7 月 14 日にはベトナムでの担当機関や保健省担当の方々と研究成果をもとに、今後のベトナムの食
と健康の安全の確保のための取り組みのあり方にについてセミナー講演をおこなった（詳細は pp.41-42）。11 月 19 日に












● GLOCOL セミナー（123） 
Public Health Transition in Modernizing SE Asia: 
Lessons from the Malaysian Experience 
 
【講演者】 
Boo H. Kwa, Ph.D.（Associate Dean for International Programs, Professor of Global Health, College 
of Public Health, University of South Florida, USA） 
【開催日・場所】 




南フロリダ大学から東南アジアの公衆衛生について豊富な研究実績を有する Boo H. 
Kwa 教授を招へいし、マレーシアにおける近代化と公衆衛生についてご講演をい










● GLOCOL セミナー（126） 
ベトナムの食の安全を守る ― 薬剤耐性菌モニタリングシステムの構築に向けて 
 
【開催日・場所】 















Nguyen Thi Ngoc Hue：国立ニャチャン・パスツール研究所 
モニタリングの試行結果について 
Nguyen Do Phuc：国立ホーチミン市公衆衛生研究所 
ベトナムの食品管理におけるモニタリングの意義とデータの利用について 











Le Danh Tuyen：国立栄養院院長 
Vien Quang Mai：ニャチャン・パスツール研究所所長 
Dang Van Chinh：ホーチミン市公衆衛生研究所所長他 
ベトナム保健省からのコメント 















































































大学のグローバル化と学生海外渡航時のリスク管理 ― 学生を守る・大学を守る 
 
【開催日・場所】 



















































● JST 日本・アジア青少年サイエンス交流事業 さくらサイエンスプラン 
・受付番号：E20150227009（A．科学技術交流活動コース） ベトナムの高校との交流 
【概要】 
ベトナムのレホンフォン英才高校とハノイ国家大学附属科学技術高校から、生徒 8 名、教員 2 名を 2015 年７月


















・受付番号：E20150227010（A．科学技術交流活動コース） タイ トリアムウドム・スクサ高校との交流 
【概要】 
タイ・バンコクのトリアムウドム・スクサ高校から、生徒 9 名、教員 1 名を招へいし、バイオテクノロジーに
関する日本の高度な技術とその応用について研修を実施した。2015 年月 5 月 10 日から 17 日の 8 日間の滞在期間










国際連携を確立することが望ましく、2011 年度から本格的に活動を行ってきた FIELDO の海外体験型教育プログラム（海外イ
ンターンシップ、海外フィールドスタディ）を安定的に推進するためにも、単に教育面での交流にとどまらない学術交流協定
を締結することが必要となっていた。国内においては、日本財団学生ボランティアセンター、吹田市国際交流協会と協力につ













Nguyen Vo Chau Ngan（2014 年 6 月 1 日～2016 年 3 月 31 日） 
（カントー大学環境天然資源学部環境技術専攻主任講師） 
Bumochir Dulam（2014 年 6 月 1 日～2016 年 3 月 31 日） 
（モンゴル国立大学教授） 








Dao Thi Van Khanh（2015 年 5 月 15 日～7 月 13 日） 
（ニャチャン・パスツール研究所附属食品検査センター、副センター長） 
Le Viet Ha（2015 年 6 月 15 日～11 月 14 日） 
（タイビン医科大学、講師） 
Ha Thi Tuong Van（2015 年 6 月 15 日～11 月 14 日） 
（ベトナム国立栄養院附属食品微生物学・分子生物学研究所、研究員） 
Trinh Hong Son（2015 年 6 月 15 日～8 月 15 日）（2015 年 11 月 15 日～11 月 21 日） 
（ベトナム国立栄養院・栄養教育普及センター、センター長） 
Le Danh Tuyen（2015 年 7 月 12 日～7 月 19 日） 
（ベトナム国立栄養院、院長） 
Vien Quang Mai（2015 年 7 月 12 日～7 月 19 日） 
（ニャチャン・パスツール研究所、所長） 
Dang Van Chinh（2015 年 7 月 12 日～7 月 19 日） 
（ホーチミン市公衆衛生医療院、院長） 
Bui Thi Mai Huong（2015 年 7 月 12 日～8 月 1 日）（2015 年 11 月 15 日～11 月 21 日） 
（ベトナム国立栄養院附属食品微生物学・分子生物学研究所、副所長） 
Nguyen Thi Ngoc Hue（2015 年 7 月 12 日～8 月 1 日） 
（ニャチャン・パスツール研究所附属食品検査センター、センター長） 
Nguyen Do Phuc（2015 年 7 月 12 日～8 月 1 日） 
（ホーチミン市公衆衛生医療院附属南部食品安全検査所、副所長） 





５．GLOCOL FD セミナー・GLOCOL 連続セミナー 
GLOCOL スタッフの研究、教育、実践支援の質向上および個々のスタッフの活動についての相互理解を深めるために、
GLOCOL FD セミナーを実施している。2015 年度は 3 回実施した。第 1 回は大野特任助教と深井係長からハラスメントと情報
セキュリティ・個人情報保護についての周知説明があった。全員参加できるように、テレビ会議システムを使用して吹田キャ
ンパスの事務所とつなげた。第 2 回は GLOCOL 内だけでなく、他部局の教職員も対象として、学生海外派遣時のリスク管理
について、グループワークおよび意見交換をおこなった。第 3 回は植林係長から研究不正防止についての周知徹底があった。 
GLOCOL が設置されてから、今までどのようにグローバル化に向き合って成果を生み出してきたのか 4 回にわたって
GLOCOL 連続セミナーをおこない、今までの成果や教訓から今後に向けた課題を共有した。このセミナーをまとめて GLOCOL
ブックレット 18『大学とグローバル化 ― 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経験から』を刊行した。 
 
 













































● GLOCOL 連続セミナー 
大学とグローバル化 ― 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経験から 
 
【開催日・場所】 
第 1 回：2015 年 11 月 19 日・コンベンションセンター1F 会議室 1（吹田キャンパス） 
第 2 回：2015 年 11 月 21 日・ステューデント・コモンズ カルチェ・ミュルチラング（豊中
キャンパス） 
第 3 回：2015 年 12 月 4 日・銀杏会館大会議室（吹田キャンパス） 











● GLOCOL 連続セミナー（1）/ GLOCOL セミナー（131） 
アジアの課題と大学の知 
 
日時：2015 年 11 月 19 日 























● GLOCOL 連続セミナー（2）/ GLOCOL セミナー（132） 
足もとの国際化と大学 ― グローバル時代における社学連携の成果と課題 
 




















● GLOCOL 連続セミナー（3）/ GLOCOL セミナー（133） 
海外体験型教育プログラムのつくりかた 
    ― GLOCOL・FIELDO の経験・教訓を共有 
 
日時：2015 年 12 月 4 日 
場所：銀杏会館大会議室（吹田キャンパス） 
概要：大学が提供する学びの場は、キャンパス内だけでなく、その外、そして、海外へ












プログラムの形態と内容 ― どのようなプログラムにするか？ 
2. 実施方法（教務・事務の側面から） 
いつ準備するのか？ ― 学内手続きと予算化 
学生をどのように集めるのか？ ― 募集と選抜 
3. プログラム作成 
受け入れ先とどのように調整するのか？ ― 事前調査と調整 
事前学習で何を教えるか？ ― 現地情報とリスク管理 
4. プログラム実施 （教育・事務） 
実習中は何に気を配るのか？ ― 現地と留守番体制 
実習後はどうするのか？ ― 振り返りと事務手続き 













● GLOCOL 連続セミナー（4）/ GLOCOL セミナー（134） 
グローバルに生きる！ はじまりは GLOCOL だった 
 
日時：2015 年 12 月 11 日 
場所：ステューデント・コモンズ カルチェ・ミュルチラング（豊中キャンパス） 
































2016 「ブックレット刊行にあたって」、GLOCOL ブックレット 18『大学とグローバル化 大阪大学 GLOCOL の 9 年間
の経験から』大阪大学グローバルコラボレーションセンター、pp.5-8. 
2015 Yamaguchi, T., Okihashi, M., Harada, K., Uchida, K., Konishi, Y., Kajimura, K., Hirata, K., Yamamoto, Y.‘Rapid and Easy 
Multiresidue Method for the Analysis of Antibiotic in Meats by Ultrahigh-Performance Liquid Chromatography-Tandem Mass 
Spectrometry’ J. Agric. Food Chem., 2015, 63, 5133-5140. 
2015 Yamaguchi, T., Okihashi, M., Harada, K., Konishi, Y., Uchida, K., Do, M., Bui, H., Nguyen, T., Nguyen, P., Chau, V., Dao, K., 
Nguyen, H., Kajimura, K., Kumeda, Y., Bui, C., Vien, M., Le, N., Hirata, K., Yamamoto, Y. ‘Antibiotic residue monitoring results 
for pork, chicken, and beef samples in Vietnam in 2012 - 2013’ J. Agric. Food Chem., 2015, 63, 5141-5145. 
2015 Matsushima, K., Kaneda, K., Harada, K., Matsuura, H., Hirata, K. ‘Immobilization of enzymatic extracts of Portulaca oleracea 







































2015 宮原 曉（編）GLOCOL ブックレット 17『「いたみ」「かなしみ」「他者」の現場：フィールドワークを問う』大阪
大学グローバルコラボレーションセンター。 
2015 「Displacement の素描」、GLOCOL ブックレット 17『「いたみ」「かなしみ」「他者」の現場：フィールドワークを問
う』大阪大学グローバルコラボレーションセンター、pp.89-101。 
2015 「欲望の場所 ― 浸透する『他者』」『世界思想』42 号 23−28 頁。 
◇講演・口頭発表 
2015 年 6 月 5 日 “1730 Jesuit House in Cebu” as a Focal Point for “Chinese Exchange.” International and interdisciplinary 
conference MOVEMENTS, NARRATIVES,  AND LANDSCAPES. (University of Zadar, Croatia) 
2015 年 6 月 8 日 “Mura” and Outsiders: Territorialization and Displacement in Traditional and Contemporary Japan. Slovenian 
Migration Institute at Research Center of Slovenian Academy of Sciences and Arts. 
2015 年 6 月 11 日 "Marebito (Strangers in Traditional Japan)  Real Creators of Japanese Culture." University of Sofia, Department 
of Japanese Studies. 
2015 年 7 月 11 日 "Movement, Nostalgia, Secular Pilgrimage. 南洋理工大学 
2015 年 7 月 17 日 Overseas Death, Burial Practices, and Ancestral Worship: A Historical Overview and A Conceptual Framework.  
IUAES Inter-Congress 2014 (Bangkok タマサート大学) 
2015年8月5日 "Sever Ties and Mobile Bone:  An Interpretation for Cremation Practices among Diasporic Chinese in the Philippines. 
International Workshop on Death, Burial Rituals, and Cemeteries among Chinese Communities of Insular Southeast Asia (Kaisa 
para sa Kaunlaran).  
2015 年 10 月 17 日"Women’s Experiences in “Chinese Diasporic Space” in Southeast Asia Movement, Nostalgia, and Interface." THE 
6TH INTERNATIONAL CONFERENCE OF INSTITUTES & LIBRARIES ON CHINESE OVERSEAS STUDEIES 
(WCILCOS)（中国・廈門、華僑大学） 
2015 年 10 月 22 日  "Overseas Death, Burial Practices, and Ancestral Worship:  An Interpretation for Cremation Practices among 










大阪大学人間科学研究科「超域地域論特講 II」I 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特定演習 I」I 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特定演習 II」II 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特定研究 I」I 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特定研究 II」II 期 




大阪大学人間科学研究科「超域地域論特別演習 II」II 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特別研究 I」I 期 
















2015 年 3 月 24 日～4 月 4 日、ベトナム・フィリピン・科研基盤 B「インターフェイスとしての女性と中国系移民のディ
アスポリック空間」の調査及び情報収集（科研費） 
2015 年 6 月 3 日～16 日、クロアチア、スロベニア、マケドニア、ブルガリア・人口移動に関する国際会議、招待講演、
現地調査、バルカン地域の国家形成に関する資料収集（運営費交付金） 
2015 年 7 月 9 日～18 日、シンガポール、タイ・人口移動に関する国際会議、招待講演、および科研基盤 B「インターフェ
イスとしての女性と中国系移民のディアスポリック空間」の現地調査（科研費） 
2015 年 8 月 3 日～11 日、フィリピン、香港・フィリピンでの会議に参加し科研課題の情報収集および学術交流協定にも
とづく調査を行い、香港で科研費基盤 B「インターフェイスとしての女性と中国系移民のディアスポリック空間」
の研究打ち合わせ（科研費、運営費交付金） 
2015 年 10 月 15 日～23 日、中国、香港・科研基盤 B「インターフェイスとしての女性と中国系移民のディアスポリック
空間」に関する研究打合せおよび研究報告（中国華僑大学）、講演（香港中文大学）、中国泉州において調査活動（科
研費） 



















2016 「SATREPS 薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシステムの開発」、GLOCOL ブッ
クレット 18『大学とグローバル化 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経験から』大阪大学グローバルコラボレーショ
ンセンター、pp.34-40. 
◇講演・口頭発表 
2015 年 11 月 19 日 GLOCOL セミナ （ー131）/GLOCOL 連続セミナ （ー1）「大学とグローバル化 ― 大阪大学 GLOCOL
の 9 年間の経験から」「アジアの課題と大学の知」報告、大阪大学グローバルコラボレーションセンター（大阪大
学コンベンションセンター1F 会議室 1） 
◇教育活動 
大阪大学 GLOCOL 科目「環境問題への回路 I」（オムニバス） 
大阪大学 GLOCOL 科目「環境問題への回路Ⅱ」（オムニバス） 
大阪大学 GLOCOL 科目「東アジアの地域環境」（オムニバス） 
大阪大学 GLOCOL 科目「グローバル健康環境」 
大阪大学 GLOCOL 科目「グローバルコラボレーション言語 I・II」 




































Long Range Research Initiative「メコン川流域における複合的な環境汚染に対する新規網羅的モニタリングシステムの開発
とその実効性の検証」（研究代表者：平田收正）研究分担者 
◇海外調査活動 
2015 年 5 月 26 日～30 日、ベトナム・科研挑戦的萌芽研究「照葉樹林文化圏の近代化過程における食品の保存方法に関す
る複合的研究」の研究打合せ及び調査（科研費） 
2015 年 6 月 14 日～16 日、ベトナム・国立栄養院において、SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理における
耐性菌モニタリングシステムの構築」に関する会議に出席（受託研究費） 
2015 年 6 月 25 日～30 日、ベトナム・科研挑戦的萌芽研究「照葉樹林文化圏の近代化過程における食品の保存方法に関す
る複合的研究」の研究打合せ及び調査（科研費） 
2015 年 7 月 25 日～29 日、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシ
ステムの構築」に関する研究打合せ（受託研究費） 
2015 年 9 月 13 日～17 日、ベトナム・メコン川流域ベトナム南部における地域適合型の包括的な環境再生ソリューショ
ンモデルの形成（発展途上国の環境問題を総合的に支援するための技術統合グループの形成を目指して）に係る調
査および研究（他部局経費） 
2015 年 10 月 10 日～13 日、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシステム
の開発」に係る研究打ち合わせ出席（受託研究費） 
2015 年 11 月 9 日～13 日、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシステム
の開発」に係るサイエンティフィックミーティングとワークショップ出席、ベトナムにおける食品安全に関する調
査実施（受託研究費、奨学寄附金） 




2016 年 1 月 30 日～2 月 1 日、ベトナム・科研費萌芽的研究「照葉樹林文化圏の近代化過程における食品の保存方法に関
する複合的研究」に関する研究会に参加（科研費） 
2016 年 3 月 27 日～4 月 1 日、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシステ

















境学修士（京都大学 2000）、医療人類学修士 M. Phil Medical Anthropology（オックスフォード大学 2003）、社会人類学博士 D. 




2016 「はじめに」、GLOCOL ブックレット 18『大学とグローバル化 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経験から』大阪大
学グローバルコラボレーションセンター、p10. 
2016 「足もとの国際化と大学」、GLOCOL ブックレット 18『大学とグローバル化 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経験
から』大阪大学グローバルコラボレーションセンター、pp.70-71. 
2016 「コメント：呪術的実践＝知の現代的諸相 ― 科学／医療／宗教／その他の実践＝知との並存状況から」『コンタク
トゾーン』７号（印刷中） 
2016 「商品としての腎臓 ― 医療技術と人体組織の経済をめぐる共生学的試論」栗本・志水・河森編『共生学が創る世
界』（印刷中） 
◇講演・口頭発表 
2015 年 6 月 12 日「エスノグラフィック・コラボレーションとコラボレイティブ・エスノグラフィ ― 家庭医療と人類学
の協働の可能性」、第６回日本プライマリケア連合学会ワークショップ「Beyond 質的研究 ― 家庭医の症例検討会
における医療人類学者とのコラボ！」、筑波。 
2015 年 11 月 8 日「自己と非自己のはざま ― 症例へのコメント」プライマリケア連合学会第 11 回秋期生涯教育セミ




























2015 年 6 月 7 日～11 日、島薗洋介、フィリピン・レイテ島での災害復興支援と学校建設に関わるコミュニティエクステ
ション・リサーチの試行（他機関経費） 
2015 年 6 月 19 日～25 日、島薗洋介、フィリピン・マニラでの臓器移植に関する研究調査（運営費交付金） 
2015 年 7 月 14 日～19 日、島薗洋介、タイ・IUAES の国際会議に参加、研究発表（運営費交付金） 



















2016 「大学の知を活かした環境保護、環境保護を活かした実践型教育 ― モンゴルでの取り組みを事例に」、GLOCOL
ブックレット 18『大学とグローバル化 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経験から』大阪大学グローバルコラボレー
ションセンター、pp.41-54. 
2015 Siqinfu “From Nomads to Settlers: A History of the Aoluguya Ewenki(1965-1999)”, Åshild, K.(ed.), Reclaiming the forest: 





2015 思沁夫・田中仁編『【OUFC ブックレット vol.6】東アジア“生命健康圏”構築に向けて―大気汚染と健康問題を考
える日中国際会議の記録』OUFC. 





2015.09.23 講演「生態人類学研究の 20 年：エヴェンキ人はなぜトナカイが好きか」中国人民大学・人類学研究所 
2015.09.25 講演「食べ物の多様性と生物多様性：雲南を例に」中国農業大学・食品安全研究センタ  ー
2015.11.19 発表「大学の知を活かした環境保護、環境保護を活かした実践教育―モンゴルでの取り組みを事例に」







問題への回路Ⅱ」、「環境問題への回路Ⅲ」「環境問題への回路Ⅱ実践演習」、「Food security,globalization and 
sustainability」、「環境生物学特別講義/発展途上国における感染症対策」コーディネーター・担当 
大阪大学グローバルコラボレーション科目「現代中国研究」「グローバル健康学」（オムニバス） 
2015 年 8 月 9 日～18 日 海外フィールドスタディ(Field Study)モンゴル「開発と地域保全」を企画、実施した。 
◇社会活動、センター外活動  
法廷通訳（講演 1 回、モンゴル語による通訳 3 件、ロシア語 2 件） 
中国環境保護 NGO「自然之友」特別要請会員 






























2015 年 7 月 18 日～24 日、モンゴル、中国・モンゴル国オブルハンガイ県オンギ川流域における柳林保護および越冬用資
料（草）の栽培に関る協力活動のため（助成金） 
2015 年 8 月 1 日～19 日、モンゴル・海外フィールドスタディ「環境と地域保全」の実施および学生引率のため（私費、
運営費交付金） 
2015 年 8 月 22 日～27 日、ノルウェー・オスロ世界平和研究所にて世界温暖化とトナカイ放牧についての研究打合およ
び国際シンポジウム（カナダ）の開催準備打合せ（他機関経費） 
2015 年 8 月 30 日～9 月 27 日、中国、ロシア・科研基盤 C「トナカイ放牧と自然保全の持続可能な関係：エヴェンキ人の
ローカルナレッジの再評価」の調査（科研費） 
2015 年 10 月 22 日～31 日、中国・H28 年度以降の超域イノベーション博士課程プログラム 海外フィールド・スタディ
にかかる予備調査（他部局経費） 



















タディ（FS）の運営」「海外渡航時のリスク管理」「5 年間の教訓」、GLOCOL ブックレット 18『大学とグローバル
化 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経験から』大阪大学グローバルコラボレーションセンター、pp.108-125. 
◇講演・口頭発表 
2015 年 5 月 2 日 第 10 回大阪大学ホームカミングデイ若手会企画「これまでのキャリア・パスと若手に伝えたいこと」 
（スピーカー） 
2015 年 5 月 22 日 大阪大学基礎教育科目「21 世紀の難問を総合的に考える」（ゲスト・スピーカー） 
2015 年 7 月 4 日 ミラツクギャザリング in 京都 （スピーカー） 
2015 年 9 月 3 日 Japan’s Assistance For Fragile States: Potential For US-Japan Cooperation （於スティムソンセンター、米国
ワシントン DC）（スピーカー）  
2015 年 10 月 18 日 シンポジウム「ソーシャル・イノベーションが拓く未来」（司会・議事進行） 











2015 年 5 月 23 日～28 日、敦賀和外、アメリカ・科研挑戦的萌芽研究「学生海外渡航時のリスク管理（予防・対策）に関
する研究」に関する意見交換及び情報収集を、「Joint NAFSA and URMIA Seminar on Risk Management 」参加にて実
施（科研費） 
2015 年 8 月 8 日～15 日、イギリス・RENKEI が UCL で開催するワークショップに参加するため（他部局経費） 
2015 年 9 月 2 日～7 日、アメリカ・スティムソンセンターのプロジェクト「Japan as a peace enabler: views from the next 
generation」研究会参加（他機関経費） 
2016 年 1 月 6 日～10 日、フィリピン・超域イノベーション博士課程プログラム 超域アクティビティ・プラス（教員発
案型）「ものづくり分野における途上国と先進国の新しい協力関係を提示する共創フィールドワーク」現地調査（他
部局経費） 



















2015 “Beyond the 'Baby Factory': Construction of Intimacy in Commercial Surrogacy Practices in India”, Global Collaboration Online 
Discussion Papers no.2015-01, pp. 1-13. 
◇講演・口頭発表 
2015 年 5 月 31 日 “Migration and Settlement in Rurban Areas of Coastal Odisha, India, from 1980s to 2010s” Third Congress of the 
Asian Association of World Historians (AAWH) “Migration in Global History: Peoples, Plants, Plagues, and Ports”, Nanyang 
Technological University, Singapore. 
2015 年 7 月 15 日 “Intimate Networks in the Age of Globalization: Women’s Agency and Reassembling Relationships of Care in 
India”, International Union of Anthropological and Ethnological Sciences Inter-Congress, Thammasat University, Bangkok. 










科学研究費補助金 基盤研究（C）「現代インドの村落・都市中間地帯における親密圏の再編 ― 移動社会を支えるケア
関係」研究代表者 
人間文化研究機構 地域研究推進事業『現代インド地域研究』国立民族学博物館拠点 研究協力者 
◇海外調査活動 
2015 年 5 月 28 日～6 月 1 日、シンガポール・"The Asian Association of World Historians Third Congress at Singapore 2015" 
"Migration in Global History: Peoples, Plants, Plagues, and Ports"で研究発表（他機関経費） 
2015 年 7 月 14 日～18 日、タイ・IUAES の国際会議に参加、研究発表（運営費交付金） 
2015 年 7 月 29 日～9 月 6 日、インド・科研費基盤 C「現代インドの村落・都市中間地帯における親密圏の再編 ― 移動
社会を支えるケア関係」の調査及び情報収集（科研費） 












【学歴】関西学院大学経済学部卒業（1986）、Boston University School of Public Health, Social Behavior and Health Dept. MPH 取得









(in press)Watson B, Chiang C, Ikerdeu E, Yatsuya H, Honjo K, Mita T, Cui R, Madraisau S, Ngirmang G, Iso H, Aoyama A. Profile of 
Non-communicable Disease Risk Factors among Adults in the Republic of Palau: Findings of a National STEPS Survey. 
Nagoya Journal of Medical Science. 
(in press) Honjo K, Iso H, Ikeda A, Fujino Y, Tamakoshi A, JACC Study Group. Employment situation and risk of death among middle-
aged Japanese women. J Epidemiol Community Health.  
2015 Hanibuchi T, Nakaya T, Yonejima M, Honjo K.  Perceived and Objective Measures of Neighborhood Walkability and 
Physical Activity Among Japanese Adults: A Multilevel Analysis of a Nationally Representative Sample. Int. J. Environ. Res. 
Public Health, 121013350-13364; doi:10.3390/ijerph121013350 (registering DOI) 
2015 Chiang C, Singeo ST, Yatsuya H, Honjo K, Mita T, Ikerdeu E, Cui R, Li Y, Watson B, Ngirmang G, Iso H, Aoyama A. Profile 
of Non-communicable Disease (NCD) Risk Factors among Young People in Palau. J Epidemiol 25(5):392-397. 
2015 本庄かおり 健康の性差－ジェンダーの健康影響. 家計経済研究. 107:45-53. 
・書籍 
2016 敦賀和外、本庄かおり、安藤由香里、片山歩「海外体験型教育とは」、「海外体験型教育とは」「海外フィールドス
タディ（FS）の運営」「海外渡航時のリスク管理」「5 年間の教訓」、GLOCOL ブックレット 18『大学とグローバル
化 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経験から』大阪大学グローバルコラボレーションセンター、pp.108-125. 
2015 本庄かおり 神林博史 第 5 章 ジェンダーと健康（pp.95-113）川上憲人 橋本英樹 近藤尚己 編 『社会と健
康 ― 健康格差解消に向けた統合科学的アプローチ』東京大学出版会 
◇講演・口頭発表 
・学会発表 
2015 年 6 月 26 日 崔 美善 崔 仁哲 江 啓発 本庄かおり 青山温子 磯 博康 ポスター発表 「パラオにおけ
る脂質異常症と日本、アメリカとの比較」第 51 回日本循環器予防学会総会 大阪:大阪大学中之島センター  
2015 年 7 月 6 日 Hanibuchi T, Nakaya T, Yonejima M, Honjo K. Neighbourhood walkability and physical activity among Japanese 
adults: Multilevel analysis of a nationally representative sample. Poster presentation. 16th International Medical Geography 
Symposium Simon Fraser University, Vancouver campus, Vancouver, B.C. Canada 
2015 年 11 月 4 日 埴淵知哉 中谷友樹 本庄かおり ポスター発表「JGSS 累積データからみた健康格差の推移」第 74
回日本公衆衛生学会総会（長崎新聞文化ホール 長崎市） 
2015 年 11 月 5 日 本庄かおり 近藤尚己 谷友香子 近藤克則 JAGES 研究グループ ポスター発表「居住形態・社
会関係とうつ症状発症の関連：JAGES 3 年間コホート研究」第 74 回日本公衆衛生学会総会（長崎新聞文化ホール 
長崎市） 
2016 年 1 月 22 日 本庄かおり 近藤尚己 谷友香子 佐々木由里 近藤克則 JAGES 研究グループ   ポスター発表 
「高齢者における、独居、社会的サポートとうつ症状発症の関連：ＪＡＧＥＳ3 年間コホート研究」 第 26 回日本
疫学会学術総会（米子コンベンションセンター、米子市）  
2016 年 1 月 22 日 佐々木由里 宮国康弘 谷友香子 辻 大士 亀田義人 斎藤 民 本庄かおり 近藤克則  口頭
発表 「高齢者のうつ傾向からの回復状況―ＪＡＧＥＳ2010-13 縦断データ分析―」 第 26 回日本疫学会学術総会
（米子コンベンションセンター、米子市）  
2016 年 1 月 22 日 澤 俊二 磯 博康 本庄かおり 山川百合子、千田直人 大仲功一 安岡利一 伊佐地隆 園田 




仁史 嶋本喬      ポスター発表「慢性脳血管障害における総合的追跡調査 発病 10 年リハニーズの同定
および達成と未達成の推移」       第 26 回日本疫学会学術総会（米子コンベンションセンター、米子市） 
・講義・講演 
2015 年 6 月 1 日 7th International Symposium on Social Capital and Health (ISSC)「Living arrangement and depressive symptoms: 
JAGES study」 Jeju, Korea 
2015 年 6 月 30 日 高槻高校ＧＡコース 第 4 回グローバルスタディーズ特別セミナ 「ー拡大する健康格差―グローバル
な視点から見る」大阪：高槻高校  
2015 年 8 月 10 日 第 5 回大阪公衆衛生セミナー：健康の社会決定要因「健康の社会決定要因としてのジェンダー」大
阪：大阪大学 最先端医療イノベーションセンタ  ー
2015 年 10 月 17 日 第 17 回荒記記念賞受賞講演「Influence of Municipal- and Individual-level Socioeconomic Conditions  
on Mortality in Japan」仙台：東北大学艮陵会館 
2015 年 10 月 27 日 長崎大学医歯薬総合研究科大学院セミナー「社会と健康―ジェンダーの視点」 長崎：長崎大学大
学院医歯薬学総合研究科 
2015 年 11 月 5 日 第 74 回日本公衆衛生学会総会 教育講演「社会と健康―ジェンダーの視点」長崎：長崎ブリックホー
ル 
2015 年 12 月 10 日 東京大学公共健康医学専攻講義「社会的健康決定要因としてのジェンダー」東京大学 
・企画・司会進行 
2015 年 7 月 16 日 第 127 回 GLOCOL セミナ  ー / FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（27）「国づくりは人づく
りーグローバルヘルス分野で出来ること」 
2015 年 12 月 5 日 大学教育における「海外体験学習」研究会 2015 年度年次大会 （大阪大谷大学ハルカスキャンパス、
大阪市）分科会 3：危機管理セッション  報告者 







大阪大学グローバルコラボレーション科目「海外フィールドスタディ A」 Ｉ期 
大阪大学グローバルコラボレーション科目「海外フィールドスタディ B」 II 期 
大阪大学医学系研究科「疫学総論」オムニバスＩ期 
大阪大学医学系研究科「疫学各論」オムニバスＩ期 



























2015 年 第 17 回 日本行動医学会 荒記記念賞 
◇海外調査活動 
2015 年 5 月 22 日～28 日、アメリカ・科研挑戦的萌芽研究「学生海外渡航時のリスク管理（予防・対策）に関する研究」
に関する意見交換及び情報収集を、「Joint NAFSA and URMIA Seminar on Risk Management 」参加にて実施（科研費） 
2015 年 5 月 31 日～6 月 3 日、韓国・ソウル大学での社会疫学セミナーに参加後、済州島での国際ソーシャルキャピタル
研究会参加（科研費） 
2015 年 9 月 15 日～18 日、パラオ・科研基盤 A「オセアニア・南アジアの労働者・低所得者における生活習慣病の実態と
社会的危険因子」の調査と情報収集、研究会参加（科研費） 


















2016 「第3章 足もとの国際化と大学 基調講演」、GLOCOLブックレット18『大学とグローバル化 大阪大学GLOCOL
の 9 年間の経験から』大阪大学グローバルコラボレーションセンター、pp.72-85. 
2016 吉富志津代、須本エドワード「第 3 章 足もとの国際化と大学 対談 2：ミックスルーツ・ジャパンと GLOCOL
との連携」、GLOCOL ブックレット 18『大学とグローバル化 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経験から』大阪大学
グローバルコラボレーションセンター、pp.93-103. 
2016  2015 年度 GLOCOL フィールドスタディ（インドネシア）「コミュニティ防災－命を守るためのつながりを学ぶ」
報告書 
2016  第 5 章「The Current State and Societal Impact of the Multilingualization of Various Forms of Media（多様なメディアにお
ける多言語化の現状と意義）」（仮題）、第 6 章「Multilanguage in Community based disaster management（コミュニティ
防災の視点における多言語）」（仮題）『Multilingualism and Public Interest Interpreting and Translation in Japan （「日本の
多言語主義と公益通訳翻訳」）』大阪大学出版会 
◇講演、口答発表 
2015 年 6 月 25 日 長田南区域学校園人権教育推進協議会総会・講演会「地域の多様な子どもたち ― 言語形成とアイデ
ンティティ」 
2015 年 6 月 30 日 日米交流プログラム:災害後の地域復興における市民参加 ワークショップコーディネータ  ー
2015 年 8 月 4 日 高知県人権セミナー「だれも排除されない社会のために―「教育現場」と「コミュニティ防災」で考
える多文化共生」 
2015 年 8 月 7 日 母語・継承語・バイリンガル教育研究会 報告＠立命館大学「二つ以上の言語環境の子どもたちへの
支援活動と提言」 
2015 年 8 月 8 日 兵庫県人権教育指導者研修会 子ども多文化共生教育フォーラム パネルディスカッション 
2015 年 8 月 21 日 バイリンガル教育を考える 国際シンポジウム、韓国「二つ以上の言葉の狭間で生きる子どもたち」 
2015 年 8 月 27 日 バイリンガル教育を考える 国際シンポジウム、神戸「二つ以上の言葉の狭間で生きる子どもたち」 
2015 年 9 月 13 日 神戸市子ども家庭局 ユースまちづくりミーティング「多文化共生のまちづくり」 
2015 年 9 月 26 日 しまね国際センター平成 27 年度ボランティア研修事業  コミュニティ通訳合同研修会「双方向のコ
ミュニケーションのための『ことば』〜コミュニティ通訳の事例から」 
2015 年 9 月 29 日 全国知事会 第十一次自治制度研究会「だれも排除されない社会のために ― 教育現場とコミュニ
ティ防災で考える多文化共生」 
2015 年 10 月 26 日 トヨタ財団活動報告 「バイリンガル環境で育つ子どもたちの言語形成に考慮した教育環境整備事
業 ― 韓国との連携で広げるネットワーク構築へ」 
2015 年 11 月 21 日 ふるさとひょうご創生塾  地域課題の現状と動き（異文化理解）「お隣さんは外国人」 
2015 年 11 月 21 日 GLOCOL セミナー「足もとの国際化と大学―グローバル時代における社学連携の成果と課題ー」 
2015 年 11 月 29 日 常総市 「災害ラジオの活用」 
2015 年 12 月 7 日 JICA アンデス研修「災害とコミュニティラジオ」 
2015 年 12 月 8 日 Ofix 大阪府外国人向け行政情報提供窓口相談員ネットワーク会議ワークショップファシリテータ  ー
2016 年 1 月 18 日 箕面市「医療現場でのコミュニケーション～だれもが暮らしやすいまちをめざして～」 
2016 年 1 月 19 日 全国市町村国際文化研修所（JIAM）「行政と NPO の恊働ーTCC の活動からー」 















調和－コミュニティ防災の視点から」の副読本および DVD 制作 




















自由都市・堺 平和貢献賞選考委員会 委員    など 
◇海外調査活動 
2015 年 7 月 1 日～6 日、インドネシア・FIELDO 海外フィールドスタディ「コミュニティ防災? 命を守るためのつなが
りを学ぶ」の実施にむけた準備（運営費交付金） 
2015 年 7 月 29 日～8 月 1 日、韓国・トヨタ財団助成金事業『バイリンガル環境で育つ子どもたちの言語形成を考慮した
教育環境整備のためのネットワーク構築事業』において、8 月に実施する国際シンポジウムに関して、連携する韓
国の団体などとの最終打ち合わせのため（他機関経費） 
2015 年 8 月 18 日～23 日、韓国・トヨタ財団助成金事業『バイリンガル環境で育つ子どもたちの言語形成を考慮した教育
環境整備のためのネットワーク構築事業』において、韓国の団体との共催で実施する国際シンポジウムへの参加（他
機関経費） 
2015 年 9 月 1 日～10 日、インドネシア・海外フィールドスタディ・プログラム「コミュニティ防災? 命を守るためのつ
ながりを学ぶ」の実施および学生引率（運営費交付金） 
2015 年 12 月 9 日～16 日、インドネシア・海外フィールドスタディで連携している現地 NGO および FM わぃわぃとのコ
ミュニティ防災プログラムへの FS フォローアップ、コミュニティ防災関連副読本＆DVD 制作（未来共生予算）の
ための打ち合わせ、専門家としてのアドバイスおよび調査（他機関経費） 
2016 年 2 月 1 日～8 日、インドネシア・海外フィールドスタディで連携している現地 NGO および FM わぃわぃとのコ
ミュニティ防災プログラムへの FS フォローアップ、コミュニティ防災関連副読本＆DVD 制作（未来共生予算）の
ための打ち合わせ、専門家としてのアドバイスおよび調査（他機関経費） 


















2016 「海外体験型教育プログラムのつくりかた」、GLOCOL ブックレット 18『大学とグローバル化 大阪大学 GLOCOL
の 9 年間の経験から』大阪大学グローバルコラボレーションセンター、pp.106-107. 
2016 敦賀和外、本庄かおり、安藤由香里、片山歩「海外体験型教育とは」、「海外体験型教育とは」「海外フィールドス
タディ（FS）の運営」「海外渡航時のリスク管理」「5 年間の教訓」、GLOCOL ブックレット 18『大学とグローバル
化 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経験から』大阪大学グローバルコラボレーションセンター、pp.108-125. 
2015 安藤由香里、栗山智帆「資料：中国の法輪功修練者の難民認定に関するマーティン・トレッドウェルの概説と決定 
ニュージーランド移民保護行政審判所 AJ 事件（中国） (2012.1.26 決定)」『国際公共政策研究』第 20 巻 1 号 
2015 村上正直、安藤由香里、有江ディアナ、栗山智帆、伊崎翔「議事録：アラン・マッキー判事の難民法講座【講義 1】」




2015.10 「世界の難民状況の最近の動き ～私たちにできること～」Rafiq14 周年総会 
2015.10 'In need of Protection for Vulnerable People: Responses to the Current Immigration Crisis' Groningen-Osaka bi-annual 
conference 2015,Humanitarianism and Global Health – 21st century challenges, necessities and opportunities, University of 
Groningen, The Netherlands 
2015.9 'A Study of Effective Learning on International Internships and International Study Tours at Japanese University: The 
Significance of Self-Assessment and Risk Management' Asia Pacific Career Development Association(APCDA)"Workforce of 
the Future?"Ryogoku, Tokyo, Japan 
2015.9 'Preparation and Training for Risk Management at University: Significance of the Risk Simulation for Study Abroad' 
International Association for Educational and Vocational Guidance(IAEVG) "Restructuring Careers Over Unexpected Powerful 
Forces" Tsukuba, Ibaragi, Japan 
2015.7 「EU 人権保障の理念と政策：EU 基本権憲章を中心に」大阪大学大学院国際公共政策研究科・EUIJ 関西主催大
学・専修学校等オープン講座（夏季講座）EU とは何か 
2015.6 'Current Japanese Law and Policies of the Acceptance of Foreigners including Refugee', JSPS-NWO JOINT SEMINAR 
"Racism and intolerance in Europe and Asia – Challenges and Policies" University of Groningen, The Netherlands 
2015.5 'Reversing Protection based on Criminalization of Migration: A Case of Japan' Canadian Association for Refugee and Forced 
Migration Studies (CARFMS)15, Ryerson University, Toronto, Canada. 
◇GLOCOL セミナー企画運営 
2015.5.22 「法整備支援とは何か」佐藤直史、国際協力機構(JICA）シニアアドバイザー、弁護士 
2015.6.28 世界難民の日シンポジウム「2015 年世界難民の日関西集会」 
2015.7.9 International Protection of Refugees: Global Trends of Displacement and Refugee Governance, Mr Furio De Angelis, 
UNHCR Representative in Canada. 
2015.7.23  「国際刑事裁判所の重要性と可能性 国際司法におけるキャリア形成」  尾崎久仁子、国際刑事裁判所判事、










大阪大学“Theory and Practice of Human Security and Development “ 前期 
大阪大学「法と共生社会実践演習Ⅰ･Ⅱ」前期・後期 
大阪大学「難民問題から世界を見る」後期 








平成 26 年度公益財団法人国際文化交流事業財団人物交流派遣事業「欧州共通庇護制度に関する研究」研究代表者 
◇海外調査活動 
2015 年 5 月 12 日～18 日、カナダ・カナダ難民強制移住学会に参加、発表（運営費交付金） 
2015 年 5 月 23 日～27 日、アメリカ・科研挑戦的萌芽研究「学生海外渡航時のリスク管理（予防・対策）に関する研究」
に関する意見交換及び情報収集を、「Joint NAFSA and URMIA Seminar on Risk Management 」参加にて実施（科研費） 
2015 年 6 月 21 日～26 日、オランダ・グローニンゲン大学との共同シンポジウム「ヨーロッパ及びアジアにおける人種主
義と不寛容 ― 課題と政策」で報告（他機関経費） 
2015 年 8 月 24 日～9 月 15 日、フランス・ストラスブールにある欧州評議会を拠点として、欧州共通庇護制度について
の調査（助成金、私費） 
2015 年 10 月 7 日～12 日、オランダ・大阪大学・グローニンゲン大学共同シンポジウム 「Go Global!!6 国際医療シンポ
ジウム」で報告（他部局経費） 
2015 年 11 月 21 日～29 日、モロッコ・国際難民法裁判官会議に参加するため（運営費交付金） 
2016 年 1 月 18 日～24 日、オランダ・GLOCOL 海外フィールドスタディ・プログラム オランダ「国際司法・平和の現
場を知る」事前調査（運営費交付金） 
2016 年 2 月 1 日～7 日、ミャンマー・ヤンゴン弁護士会で国際人権法の講義等（他機関経費） 



















2016 「試行錯誤 ― バングラデシュの農作業の改善にモノづくりで挑む」、GLOCOL ブックレット 18『大学とグロー
バル化 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経験から』大阪大学グローバルコラボレーションセンター、pp.55-67. 
2016 「グローバルに生きる！」、GLOCOL ブックレット 18『大学とグローバル化 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経験
から』大阪大学グローバルコラボレーションセンター、pp.134-135. 
◇講演・口頭発表 
2015 年 11 月 19 日「試行錯誤―バングラデシュの農作業の改善にモノづくりで挑む」GLOCOL セミナー(131)「アジアの
課題と大学の知」 
◇教育活動 













2015 年 4 月 27 日～5 月 4 日、バングラデシュ・科研挑戦的萌芽研究「発展途上国の農業支援ものづくりを志向したフィー
ルド教育の実施と教育効果の分析」（研究代表者：大村悦二）の現地調査（他部局経費） 
2015 年 8 月 3 日～7 日、韓国・日本コリア未来プロジェクト「38 度線平和活動」参加学生の引率指導（他機関経費） 
2015 年 9 月 6 日～15 日、バングラデシュ・海外フィールドスタディ「開発途上国の生活環境の改善に貢献するモノづく
りを提案する」の学生引率（他機関経費） 
2015 年 9 月 17 日～21 日、ベトナム・早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター公認プロジェクト「Saopopo」参加
学生の引率指導および協力協定締結手続き（他機関経費） 




















2016 「アジアの課題と大学の知」、GLOCOL ブックレット 18『大学とグローバル化 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経
験から』大阪大学グローバルコラボレーションセンター、pp.32-33. 
2015 「この国は本当に平和なのか――沖縄戦終戦から 70 年、沖縄の「占領」は終わったのか」『週刊読書人』2015 年 6
月 26 日号．（共著） 




化研究所『立命館言語文化研究』27 巻 1 号． 
2015 「接続する反戦・平和運動へ――社会運動をめぐる言葉の現在地」『情況』第 4 期 4 巻第 9 号． 
2015 「怒り抗う〈現場〉 「国家とは」根源的問い（10・21 県民大会から 20 年 展望を切り拓くために 下）」『琉球
新報』2015 年 10 月 21 日． 
2015 「在野の戦い――現場をつくり、立つということ（仮）」『PACE』10 号．（共著） 
◇講演・口頭発表 
2015 年 6 月 5 日 「沖縄闘争の時代から」、京都自由大学「沖縄から考える」、京都市． 
2015 年 6 月 12 日 「沖縄の反戦・反基地民衆運動から学びなおす――阿波根昌鴻の思想と闘い」、NPO 法人アジア太平
洋資料センター（PARC）自由学校「火をともせ、何度でも─民衆思想の 100 年 後編」、PARC． 
2015 年 6 月 20 日 「応答」立命館大学国際言語文化研究所、2015 年度国際言語文化研究所連続講座プレ企画『戦後史再
考』合評会、立命館大学． 
2015 年 7 月 30 日 「京都・経ケ岬における米軍ＭＤ基地と反対運動の現状と課題」、宇宙と平和・国際セミナー実行委
員会、国際シンポジウム「宇宙と平和・国際セミナー＠京都」、同志社大学（今出川校地）志高館 112 教室． 
2015 年 9 月 19 日 「軍事化と地域社会の変容──京都府京丹後市宇川地区における米軍基地建設を事例に」、日本社会
学会第 88 回大会、早稲田大学． 
2015 年 10 月 23 日 「もう一つの地図を描きながら、〈地域〉を生きる／創る」、立命館大学国際言語文化研究所「10 月
連続講座 70 年目の戦後史再考」、立命館大学． 
2015 年 11 月 1 日 「軍事主義と植民地主義」、日本平和学会関西地区研究会シンポジウム「〈戦後 70 年〉を考える」、大
阪大学． 
2015 年 12 月 5 日 「沖縄、ベトナム反戦、黒人兵――太平洋横断的な運動史研究のために（仮）」、地域ベ平連研究会公
開研究会「ベ平連研究の現在――社会運動論の再検討」、立教大学．  




大阪大学全学教育推進機構「平和の問題を考える ― 多角化する国際協力」I 期 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター「マイノリティとグローバリゼーション」II 期 
四国学院大学「平和学特講（サマーセッション）」 

































2016 橋口裕子、福田州平「第 3 章 足もとの国際化と大学 対談 1：ハロハロ SQUARE（スクエア）における社学連
携」、GLOCOL ブックレット 18『大学とグローバル化 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経験から』大阪大学グロー
バルコラボレーションセンター、pp.86-92. 
2015 「総特集『グローバル・スタディーズ』を読んで」『地域研究』Vol.15 No.1 、pp.204-208. 
◇講演・口頭発表 
2015 年 7 月 4 日「フィラデルフィア万博の機械館に見るアメリカのソフト・パワー」第 14 回日本国際文化学会全国大
会、多摩大学。 











































● JICA 関西夏期インターンシップ実習事業 




事に携わる意志をもつ者とした。2015 年度に本プログラムにより派遣されたインターン実習生は、下記の 1 名であった。 
 
外国語学部外国語学科 3 年 

























































吉富志津代特任准教授は産学官連携 WG、常田夕美子特任准教授は国際連携 WG の一員としてプログラム委員会に参加し、運
営に携わった。さらに本プログラム用に、マルチメディア教材「自然環境と地域文化との調和－コミュニティ防災の視点から」







を図り、大学として組織的に教育を推進するため、「大学教育実践センター」を発展的に解消し、2012 年 4 月 1 日に設置され
た。 
全学教育推進機構は、大学院を含む教養教育や全学横断的な教育を企画する機能等を持った組織であり、企画開発部と実施
調整部の 2 つの部を置き、企画開発部の下には 6 つの部門（学部共通教育部門、大学院横断教育部門、言語教育部門、海外教
育部門、スポーツ・健康教育部門、教育学習支援部門）、実施調整部の下には 3 つの部会（基礎教育部会、教養教育部会、言語
教育部会）が置かれている。 

















2015 年 2 月 16 日、本部棟 301 会議室（吹田キャンパス） 
【概要】 
プログラム 


























学内の他部局と協力して主催、また、他部局が主催するセミナーなどを GLOCOL が共催や協力をして開催した。 
 
 

































理学研究科長 篠原 厚（理学研究科） 
































（The Osaka Public Health Symposium: Social Determinants of Health in Japan） 
 
【開催日・場所】 









































・基調講演： Ms. Kim Meredith (Executive Director, Stanford PACS)（同時通訳あり） 
・パネルディスカッション 
第一部「日本におけるソーシャル・イノベーションの歴史と現状」 
モデレーター：井上英之氏（慶應義塾大学 特別招聘准教授／INNO-Lab International 共同代表） 
パネリスト ：鵜尾雅隆氏（日本ファンドレイジング協会 代表理事） 


















































竹内百重（WHO カンボジア事務所 保健システム開発アドバイザー） 
大谷順子（人間科学研究科教授） 
【開催日・場所】 




























● CLIC Cafe：社会人と語り、自分の未来をデザインしよう 
























● GLOCOL セミナー（138）/「シリーズ：適正技術 Design for Life」（13） 



































































Session 1: 薬剤耐性菌と食品安全 
「ベトナムの畜産における薬剤耐性菌の問題」Dr. Nguyen Cong Ha（カン
トー大学農学・応用生物学部（食品化学部門）副教授） 
「ベトナムの環境の抗生物質汚染」原田和生（大学院薬学研究科講師） 
Session 2: ダイオキシンのモニタリングと処理 




Session 3: バイオエネルギーと有用物生産のコベネフィット 































●「大学とグローバル化 ― 大阪大学GLOCOL の 9 年間の経験から」 

















































● 移民政策学会 2014 年度冬季大会 
 
【開催日・場所】 
2014 年 12 月 13 日、ステューデント・コモンズ（豊中キャンパス） 



























































人口の 10～15%（約 7～10 億人）が障害者で、そのうち約 8 割が開発途上国で暮
らしている。また、このグループの中でも、女性、子ども、スラム居住者のよう





















＜第 2 部 パネルセッション・質疑応答＞ 
モデレーター：山形辰史 





















2000 年 12 月 4 日の国連総会決議 55/76 によって、1951 年難民条約が採択されて 50 周年

























バイリンガル教育を考える国際シンポジウム 2 つ以上の言葉の狭間で生きる子どもたち 
 
【開催日・場所】 




















講師：テッド・デルフィア氏（Michigan Japanese Bilingual Education Foundation 会長） 
2．インタビュー：ロサ イセラさんに聞く"わたしのことば、わたしの道" 
ロサ イセラ・ドミンゲスさん（サンタクルス日本語普及学校 教師） 
聞き手：松原 ルマ ユリ アキズキ（映像作家） 
3．シンポジウム：“多言語の子どもたちの教育現場から” 
パネリスト：テッド・デルフィア 
朴 亨植（仁川ハンヌリ学校 校長） 
秋宗英生（兵庫県立国際高等学校 校長 / 兵庫県立芦屋国際中等教育学校 前校長） 












ロサ イセラ・ドミンゲス氏：1983 年生まれ、ボリビア サンタクルス出身。サンタクルス日本語普及学校教師。1994
年 11 月、10 歳の時両親が出稼ぎしていた日本の大阪府に引越す。日本語を理解しないため当初は小学校二年生に転入、
中学校二年生で神奈川県へ。その後、県立高等学校へ入学、卒業後は外国語専門学校国際情報ビジネス学科へ入学し、
















げている。1 学年の定員 80 名のうち、外国籍を持つ生徒 30 名、海外からの帰国生徒 30 名、一般の日本人生徒 20 名で現

















































・報告 1：滝口健（National University of Singapore） 
「マレーシア演劇の『見えにくさ』をめぐって： マレーシア現代舞台芸術の状況から」 







"Theatre as Action and Agency: Performing Alterity within the Politics of National Policy" 
・報告 3：Kathy Rowland（LASALLE College of the Arts, Singapore） 













































● GLOCOL セミナー（137）第 68 回日米学生会議 募集説明会 
 
【開催日・場所】 



















● 公開シンポジウム 裁判員裁判時代の法廷通訳人 
 
【開催日・場所】 
















立大学准教授 水野かほる／課題番号 24653121）を利用して開催した。 
プログラム 
第 1 部：法廷通訳人の声（上記書籍の執筆者による報告） 













● GLOCOL ブックレット 18 
GLOCOL（編）『大学とグローバル化 
 ― 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の経験から』 
2016 年 3 月 15 日発行 
 















● GLOCOL 海外体験型教育プログラム 
 リーフレット Go to FIELDO 
 
 
● GLOCOL 教育プログラム 2015 

















に登録した。今まで GLOCOL が刊行したブックレットや年報も登録している。 
オンラインペーパーのサイトを立ち上げて、Health Environment のオンラインジャーナルを公開しているが、このサー
バーは教員がレンタルしているため、引き続き閲覧できる。 




















2015 年 4 月 7 日 
GLOCOL セミナー（123）「Public Health Transition in Modernizing SE Asia: 
Lessons from the Malaysian Experience」 




2015 年 5 月 11 日 
国際公共政策研究科「特殊講義（国連政策エキスパート・キャリア形成論）」一般公開講座/ FIELDO
グローバル・エキスパート連続講座（25）「国連職員の人生計画・ユニセフの問題解決法」 




2015 年 5 月 21 日 
ジェトロ・アジア経済研究所・大阪大学共同セミナ  ー
「障害と開発」 




2015 年 5 月 22 日 
セミナー・シリーズ：グローバル化時代の法と社会 
「第 3 回 法整備支援とは何か」 




2015 年 6 月 10 日 
セミナー・シリーズ 国連創設 70 周年記念特別セミナ  ー
「国際の平和と安全維持における国連の役割」 




2015 年 6 月 22 日 
FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（26）/「シリーズ：適正技術 Design for life」 
第 10 回WS「ソーシャル・ビジネスで生きていく：どうせやるなら、社会を変える仕事を」 




2015 年 6 月 28 日 
世界難民の日シンポジウム 
「世界難民の日 関西集会」 








2015 年 7 月 2 日 
GLOCOL セミナー（124） 
「みんなでジャーナリズムする」 




2015 年 7 月 4 日 
GLOCOL セミナー（125）「人類学的な営為を行う人類学者ではない人びとを対象とした場合の 
エスノグラフィーのあり方」 




2015 年 7 月 8 日 
FIELDO BBL セッション（17） 
「海外渡航時の健康管理について」 




2015 年 7 月 9 日 
セミナー・シリーズ：グローバル化時代の法と社会「第 4 回 International Protection of Refugees: 
Global Trends of Displacement and Refugee Governance」 




2015 年 7 月 14 日 
GLOCOL セミナー（126）「ベトナムの食の安全を守る： 
薬剤耐性菌モニタリングシステムの構築に向けて」 




2015 年 7 月 16 日 
GLOCOL セミナー（127）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（27） 
「国づくりは人づくり：グローバルヘルス分野で出来ること」 




2015 年 7 月 23 日 
GLOCOL セミナー（128）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（28） 
「国際刑事裁判所の重要性と可能性：国際司法におけるキャリア形成」 




2015 年 7 月 31 日 
セミナー・シリーズ：グローバル化時代の法と社会第 5 回 
「検事の法整備支援：ラオス長期専門家としての経験から」 








2015 年 8 月 5 日 
2015 年 UC Berkeley 国際シンポジウム 
「アメリカ合衆国、中国、日本のウエルネス・イノベーション」 




2015 年 8 月 8-10 日 
公衆衛生セミナー「日本における健康の社会決定要因」 
於：最先端医療イノベーションセンター棟（8/8・9）、銀杏会館（8/10）（吹田キャンパス） 




2015 年 8 月 27 日 
バイリンガル教育を考える国際シンポジウム「2 つ以上の言葉の狭間で生きる子どもたち」 
於：兵庫県教育会館ラッセホール リリーの間（神戸市中央区中山手通 4 丁目 10-8） 




2015 年 10 月 5 日 
GLOCOL セミナー（129）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（29） 
「IMF 業務紹介セミナー」 




2015 年 10 月 18 日 
シンポジウム「ソーシャル・イノベーションが拓く未来」 
於：豊中総合学館 501 講義室（豊中キャンパス） 




2015 年 10 月 30 日-11 月 1 日 
ワークショップ 環太平洋大学協会グローバルヘルスワークショップ 
於：医学系研究科最先端医療イノベーションセンター（10/30、31）、銀杏会館（11/1） 




2015 年 11 月 6 日 
GLOCOL セミナー（130）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（30） 
「人道危機に立ち向かう ― 現場で求められるリーダーシップとは」 




2015 年 11 月 9 日 
FIELDO BBL セッション（18） 
「あなたも日韓学生フォーラムに参加しませんか？― 2016 年日韓学生フォーラム説明会」 








2015 年 11 月 14-15 日 
医学／医療者教育研究＆臨床研究ワークショップ「質的研究編（2）」 
於：ステューデント・コモンズ 2F マッチング型セミナー室（豊中キャンパス） 




2015 年 11 月 19 日 
GLOCOL セミナー（131） / GLOCOL 連続セミナー（1）「大学とグローバル化 
― 大阪大学GLOCOL の 9 年間の経験から」「アジアの課題と大学の知」 




2015 年 11 月 21 日 
GLOCOL セミナー（132） / 連続セミナー（2）「大学とグローバル化 ― 大阪大学GLOCOL の 
9 年間の経験から」「足もとの国際化と大学 ― グローバル時代における社学連携の成果と課
題」於：ステューデント・コモンズ カルチェ・ミュルチラング（豊中キャンパス） 
（詳細は p.49-50） 参加者：20 名 
 
 
2015 年 11 月 27 日 
国際開発セミナーシリーズ「本部、地域事務所、カントリーオフィスから見た 
世界保健機関（WHO）の仕事 ― 国際機関で働くということ」 




2015 年 12 月 4 日 
GLOCOL セミナー（133） / 連続セミナー（3）「大学とグローバル化 ― 大阪大学GLOCOL の 9
年間の経験から」「海外体験型教育プログラムのつくりかた ― GLOCOL・FIELDO の経験・教




2015 年 12 月 11 日 
GLOCOL セミナ （ー134）/連続セミナー（4）「大学とグローバル化 ― 大阪大学GLOCOL の 9 年
間の経験から」「グローバルに生きる！ ― はじまりは GLOCOL だった」 
於：ステューデント・コモンズ カルチェ・ミュルチラング（豊中キャンパス） 
（詳細は p.51） 参加者：30 名 
 
 
2015 年 12 月 13 日 
日本マレーシア学会 第 24 回研究大会 国際シンポジウム 
「現代マレーシアの舞台芸術と文化政策」 




2015 年 12 月 17 日 
FIELDO BBL セッション（19） 
「海外渡航時の健康管理について」 







2015 年 12 月 21 日 
「海外大学院留学説明会」 
於：ステューデント・コモンズ セミナー室 1（豊中キャンパス） 




2015 年 12 月 22 日 
GLOCOL セミナー（135） 
「モンゴルから一点突破で貧困の解消に挑む 12 年」 




2016 年 1 月 12 日 
GLOCOL セミナー（136）「閉鎖国家・北朝鮮を取材する ― 接近し、証拠を示す取材」 
於：ステューデント・コモンズ セミナー室 1（豊中キャンパス） 




2016 年 1 月 13 日 
CLIC Cafe「現役国際機関職員が語る ― 理系人材が国際機関で働くには！」 
於：産連本部 C 棟（e‐square）3 階 さいえんす工房（吹田キャンパス） 




2016 年 1 月 18 日 
GLOCOL セミナー（137）「第 68 回日米学生会議 募集説明会」 
於：ステューデント・コモンズ 2F セミナー室 2（豊中キャンパス） 




2016 年 1 月 21 日 
GLOCOL セミナー（138）/ 「シリーズ：適正技術 Design for life」第 13 回 WS 
「ふるさと納税で地域を元気にしたい：地域活性化の仕掛けとこれから」 




2016 年 1 月 27-28 日 
公開シンポジウム「大学のグローバル化と学生海外渡航時のリスク管理 
― 学生を守る・大学を守る」 
於：東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター2F 多目的室 2 
（詳細は pp.44-45） 参加者：約 100 名 
 
 2016 年 2 月 18 日 
公開シンポジウム 
「裁判員裁判時代の法廷通訳人」 
於：東京都江戸東京博物館 1 階会議室（詳細は p.92） 参加者：約 60 名 
 
 2016 年 3 月 4 日 
国際シンポジウム 産学連携国際協力シンポジウム 第2回 ベトナム・ネクスト 
メコンデルタを開く日本の技術 









3 月 24 日～4 月 4 日、宮原 曉、ベトナム・フィリピン・科研基盤 B「インターフェイスとしての女性と中国系移民の
ディアスポリック空間」の調査及び情報収集（科研費） 
4 月 27 日～5 月 4 日、小峯茂嗣、バングラデシュ・科研挑戦的萌芽研究「発展途上国の農業支援ものづくりを志向した
フィールド教育の実施と教育効果の分析」（研究代表者：大村悦二）の現地調査（他部局経費） 
5 月 12 日～18 日、安藤由香里、カナダ・カナダ難民強制移住学会に参加、発表（運営費交付金） 
5 月 22 日～28 日、本庄かおり、アメリカ・科研挑戦的萌芽研究「学生海外渡航時のリスク管理（予防・対策）に関する
研究」に関する意見交換及び情報収集を、「Joint NAFSA and URMIA Seminar on Risk Management 」参加にて
実施（科研費） 
5 月 23 日～27 日、安藤由香里、アメリカ・科研挑戦的萌芽研究「学生海外渡航時のリスク管理（予防・対策）に関する
研究」に関する意見交換及び情報収集を、「Joint NAFSA and URMIA Seminar on Risk Management 」参加にて
実施（科研費） 
5 月 23 日～28 日、敦賀和外、アメリカ・科研挑戦的萌芽研究「学生海外渡航時のリスク管理（予防・対策）に関する研
究」に関する意見交換及び情報収集を、「Joint NAFSA and URMIA Seminar on Risk Management 」参加にて実
施（科研費） 
5 月 26 日～30 日、住村欣範、ベトナム・科研挑戦的萌芽研究「照葉樹林文化圏の近代化過程における食品の保存方法に
関する複合的研究」の研究打合せ及び調査（科研費） 
5 月 28 日～6 月 1 日、常田夕美子、シンガポール・"The Asian Association of World Historians Third Congress at Singapore 2015" 
"Migration in Global History: Peoples, Plants, Plagues, and Ports"で研究発表（他機関経費） 
5 月 31 日～6 月 3 日、本庄かおり、韓国・ソウル大学での社会疫学セミナーに参加後、済州島での国際ソーシャルキャピ
タル研究会参加（科研費） 
6 月 3 日～16 日、宮原 曉、クロアチア、スロベニア、マケドニア、ブルガリア・人口移動に関する国際会議、招待講
演、現地調査、バルカン地域の国家形成に関する資料収集（運営費交付金） 
6 月 7 日～11 日、島薗洋介、フィリピン・レイテ島での災害復興支援と学校建設に関わるコミュニティエクステション・
リサーチの試行（他機関経費） 
6 月 14 日～16 日、住村欣範、ベトナム・国立栄養院において、SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけ
る耐性菌モニタリングシステムの構築」に関する会議に出席（受託研究費） 
6 月 19 日～25 日、島薗洋介、フィリピン・マニラでの臓器移植に関する研究調査（運営費交付金） 
6 月 21 日～26 日、安藤由香里、オランダ・グローニンゲン大学との共同シンポジウム「ヨーロッパ及びアジアにおける
人種主義と不寛容 ― 課題と政策」で報告（他機関経費） 
6 月 25 日～30 日、住村欣範、ベトナム・科研挑戦的萌芽研究「照葉樹林文化圏の近代化過程における食品の保存方法に
関する複合的研究」の研究打合せ及び調査（科研費） 
7 月 1 日～6 日、吉富志津代、インドネシア・FIELDO 海外フィールドスタディ「コミュニティ防災? 命を守るためのつ
ながりを学ぶ」の実施にむけた準備（運営費交付金） 
7 月 9 日～18 日、宮原 曉、シンガポール、タイ・人口移動に関する国際会議、招待講演、および科研基盤 B「インター
フェイスとしての女性と中国系移民のディアスポリック空間」の現地調査（科研費） 
7 月 14 日～18 日、常田夕美子、タイ・IUAES の国際会議に参加、研究発表（運営費交付金） 
7 月 14 日～19 日、島薗洋介、タイ・IUAES の国際会議に参加、研究発表（運営費交付金） 
7 月 18 日～24 日、思沁夫、モンゴル、中国・モンゴル国オブルハンガイ県オンギ川流域における柳林保護および越冬用
資料（草）の栽培に関る協力活動のため（助成金） 







7 月 29 日～8 月 1 日、吉富志津代、韓国・トヨタ財団助成金事業『バイリンガル環境で育つ子どもたちの言語形成を考慮
した教育環境整備のためのネットワーク構築事業』において、8 月に実施する国際シンポジウムに関して、連
携する韓国の団体などとの最終打ち合わせのため（他機関経費） 
7 月 29 日～9 月 6 日、常田夕美子、インド・科研費基盤 C「現代インドの村落・都市中間地帯における親密圏の再編ー移
動社会を支えるケア関係」の調査及び情報収集（科研費） 
8 月 1 日～19 日、思沁夫、モンゴル・海外フィールドスタディ「環境と地域保全」の実施および学生引率のため（私費、
運営費交付金） 
8 月 3 日～11 日、宮原 曉、フィリピン、香港・フィリピンでの会議に参加し科研課題の情報収集および学術交流協定に
もとづく調査を行い、香港で科研費基盤 B「インターフェイスとしての女性と中国系移民のディアスポリッ
ク空間」の研究打ち合わせ（科研費、運営費交付金） 
8 月 3 日～7 日、小峯茂嗣、韓国・日本コリア未来プロジェクト「38 度線平和活動」参加学生の引率指導（他機関経費） 
8 月 6 日～16 日、島薗洋介、フィリピン・臓器移植に関する調査（運営費交付金） 
8 月 8 日～15 日、敦賀和外、イギリス・RENKEI が UCL で開催するワークショップに参加するため（他部局経費） 
8 月 17 日～22 日、福田州平、アメリカ・科研挑戦的萌芽「フィラデルフィア万博に注目した米中日国際文化関係の研究」
の調査（科研費） 
8 月 18 日～23 日、吉富志津代、韓国・トヨタ財団助成金事業『バイリンガル環境で育つ子どもたちの言語形成を考慮し
た教育環境整備のためのネットワーク構築事業』において、韓国の団体との共催で実施する国際シンポジウ
ムへの参加（他機関経費） 
8 月 22 日～27 日、思沁夫、ノルウェー・オスロ世界平和研究所にて世界温暖化とトナカイ放牧についての研究打合およ
び国際シンポジウム（カナダ）の開催準備打合せ（他機関経費） 
8 月 24 日～9 月 15 日、安藤由香里、フランス・ストラスブールにある欧州評議会を拠点として、欧州共通庇護制度につ
いての調査（助成金、私費） 
8 月 30 日～9 月 27 日、思沁夫、中国、ロシア・科研基盤 C「トナカイ放牧と自然保全の持続可能な関係：エヴェンキ人
のローカルナレッジの再評価」の調査（科研費） 
9 月 1 日～10 日、吉富志津代、インドネシア・海外フィールドスタディ・プログラム「コミュニティ防災? 命を守るた
めのつながりを学ぶ」の実施および学生引率（運営費交付金） 
9 月 2 日～7 日、敦賀和外、アメリカ・スティムソンセンターのプロジェクト「Japan as a peace enabler: views from the next 
generation」研究会参加（他機関経費） 
9 月 6 日～15 日、小峯茂嗣、バングラデシュ・海外フィールドスタディ「開発途上国の生活環境の改善に貢献するモノづ
くりを提案する」の学生引率（他機関経費） 
9 月 13 日～17 日、住村欣範、ベトナム・メコン川流域ベトナム南部における地域適合型の包括的な環境再生ソリューショ
ンモデルの形成（発展途上国の環境問題を総合的に支援するための技術統合グループの形成を目指して）に
係る調査および研究（他部局経費） 
9 月 15 日～18 日、本庄かおり、パラオ・科研基盤 A「オセアニア・南アジアの労働者・低所得者における生活習慣病の
実態と社会的危険因子」の調査と情報収集、研究会参加（科研費） 
9 月 17 日～21 日、小峯茂嗣、ベトナム・早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター公認プロジェクト「Saopopo」参
加学生の引率指導および協力協定締結手続き（他機関経費） 
10 月 7 日～12 日、安藤由香里、オランダ・大阪大学・グローニンゲン大学共同シンポジウム 「Go Global!!6 国際医療シ
ンポジウム」で報告（他部局経費） 
10 月 10 日～13 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシス
テムの開発」に係る研究打ち合わせ出席（受託研究費） 








10 月 22 日～31 日、思沁夫、中国・H28 年度以降の超域イノベーション博士課程プログラム 海外フィールド・スタディ
にかかる予備調査（他部局経費） 
11 月 9 日～13 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシステ
ムの開発」に係るサイエンティフィックミーティングとワークショップ出席、ベトナムにおける食品安全に
関する調査実施（受託研究費、奨学寄附金） 
11 月 9 日～26 日、本庄かおり、アメリカ・科研費基盤 C「性別役割分業規範の健康影響とそのメカニズムに関する社会
疫学研究」の調査（科研費） 
11 月 19 日～28 日、宮原 曉、マレーシア、イタリア・マレーシアでの会議参加、ローマで「グローバル化時代の法と社
会」に関する情報収集、打合せ（運営費交付金） 
11 月 21 日～29 日、安藤由香里、モロッコ・国際難民法裁判官会議に参加するため（運営費交付金） 
12 月 9 日～16 日、吉富志津代、インドネシア・海外フィールドスタディで連携している現地 NGO および FM わぃわぃ
とのコミュニティ防災プログラムへの FS フォローアップ、コミュニティ防災関連副読本＆DVD 制作（未来
共生予算）のための打ち合わせ、専門家としてのアドバイスおよび調査（他機関経費） 





1 月 6 日～10 日、敦賀和外、フィリピン・超域イノベーション博士課程プログラム 超域アクティビティ・プラス（教員
発案型）「ものづくり分野における途上国と先進国の新しい協力関係を提示する共創フィールドワーク」現地
調査（他部局経費） 
1 月 18 日～24 日、安藤由香里、オランダ・GLOCOL 海外フィールドスタディ・プログラム オランダ「国際司法・平和
の現場を知る」事前調査（運営費交付金） 
1 月 30 日～2 月 1 日、住村欣範、ベトナム・科研費萌芽的研究「照葉樹林文化圏の近代化過程における食品の保存方法に
関する複合的研究」に関する研究会に参加（科研費） 
2 月 1 日～8 日、吉富志津代、インドネシア・海外フィールドスタディで連携している現地 NGO および FM わぃわぃと
のコミュニティ防災プログラムへの FS フォローアップ、コミュニティ防災関連副読本＆DVD 制作（未来共
生予算）のための打ち合わせ、専門家としてのアドバイスおよび調査（他機関経費） 
2 月 1 日～7 日、安藤由香里、ミャンマー・ヤンゴン弁護士会で国際人権法の講義等（他機関経費） 
2 月 13 日～22 日、安藤由香里、オランダ・GLOCOL 海外フィールドスタディ・プログラム オランダ「国際司法・平和
の現場を知る」（運営費交付金） 
2 月 13 日～28 日、常田夕美子、インド・科研費基盤 C「現代インドの村落・都市中間地帯における親密圏の再編―移動
社会を支えるケア関係」の調査及び情報収集とオディシャー州における女性の口頭伝承の調査および資料収
集（科研費） 
2 月 17 日～20 日、小峯茂嗣、韓国・大韓民国統一部訪問。統一部による脱北者定住促進支援の内容と今後の課題につい
てのヒアリング（運営費交付金） 
2 月 23 日～3 月 11 日、吉富志津代、スペイン・ポルトガル・かつての「送り出し国」が「受け入れ国」への変容が顕著
な国であるスペインの調査（運営費交付金） 
2 月 27 日～3 月 6 日、思沁夫、中国・雲南大学、普洱学院との共同研究及び拠点形成についての打合せ（運営費交付金） 
3 月 9 日～26 日、大野光明、アメリカ・科研費若手（B）「沖縄の反基地運動と米軍黒人兵の連帯の力学－太平洋を横断
するネットワークの視点から」の史料収集とインタビュー調査（カリフォルニア州におけるベトナム反戦運
動に関して）（科研費） 
3 月 13 日～16 日、敦賀和外、アメリカ・スティムソンセンターのプロジェクト「Japan as a peace enabler: views from the next 
generation」研究会参加（他機関経費） 










2015.04.07 GLOCOLセミナ （ー123）「Public Health Transition in Modernizing SE Asia: Lessons from the Malaysian Experience」 
2015.04.10 Message from 阪大 OG/OB シリーズ（5）「渡瀬淳一郎 さん」掲載 
2015.04.14 スタッフ会議（1） 
2015.04.28 センター会議（1） 
2015.04.30 海外フィールドスタディ平成 27 年度追加募集 
2015.05.11 平成 27 年度海外プレ・インターンシップ助成募集 
2015.05.11 国際公共政策研究科「特殊講義（国連政策エキスパート・キャリア形成論）」一般公開講座/ FIELDO グロー
バル・エキスパート連続講座（25） 
2015.05.12 スタッフ会議（2） 
2015.05.12 GLOCOL 海外インターンシップ助成 募集説明会 
2015.05.18 平成 27 年度海外インターンシップ助成募集 
2015.05.18 海外フィールドスタディ報告会「東ティモールについて語り合う」 
2015.05.21 ジェトロ・アジア経済研究所・大阪大学共同セミナー「障害と開発」 
2015.05.22 セミナー・シリーズ「グローバル化時代の法と社会」第 3 回 法整備支援とは何か 
2015.05.26 センター会議（2） 
2015.06.09 スタッフ会議（3） 
2015.06.10 国連創設 70 周年記念特別セミナー「国際の平和と安全維持における国連の役割」 
2015.06.22 FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（26）/ 「シリーズ：適正技術 Design for life」第 10 回 WS
「ソーシャル・ビジネスで生きていく：どうせやるなら、社会を変える仕事を」 
2015.06.23 センター会議（3） 
2015.06.26 平成 27 年度 JICA 関西夏期インターンシップ募集 
2015.06.28 世界難民の日シンポジウム「世界難民の日 関西集会 2015」 
2015.06.30 高槻高等学校 GA コース・第 4 回グローバルスタディーズ特別セミナー「拡大する健康格差 ― グロー
バルな視点から見る」 
2015.07.02 GLOCOL セミナー（124）「みんなでジャーナリズムする」 
2015.07.04 GLOCOL セミナー（125）「人類学的な営為を行う人類学者ではない人びとを対象とした場合のエスノグ
ラフィーのあり方」 
2015.07.07 FD セミナー（1）「ハラスメントと情報セキュリティ・個人情報保護について」 
2015.07.08 FIELDO BBL セッション（17）「海外渡航時の健康管理について」 





2015.07.16 GLOCOL セミナー（127）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（27）「国づくりは人づくり：グ
ローバルヘルス分野で出来ること」 








2015.07.30 FD セミナー（2）「全員参加型！ケーススタディから考える学生海外派遣時のリスク管理」 
（阪大教職員対象） 
2015.07.31 グローバル化時代の法と社会（5）「検事の法整備支援：ラオス長期専門家としての経験から」 
2015.08.03-09.07 GLOCOL 海外フィールドスタディ（S）タイ「生物資源と環境」派遣 
2015.08.03-10.09 海外インターンシップ助成：Leibniz Centre for Agricultural Landscape Research （ZALF）（ドイツ） 
2015.08.05 2015 年 UC Berkeley 国際シンポジウム「アメリカ合衆国、中国、日本のウエルネス・イノベーション」 
2015.08.09-18 GLOCOL 海外フィールドスタディ（A）モンゴル「環境と地域保全」派遣 
2015.08-10 公衆衛生セミナー「日本における健康の社会決定要因」 
2015.08.10-10.30 海外インターンシップ助成：IAV GmbH Ingenieurgesellschaft Auto und Verkehr（ドイツ） 
2015.08.18-27 海外プレ・インターンシップ助成：Indonesian Institute of Sciences, Research Center for Geotechnology（イン
ドネシア） 
2015.08.20-09.17 海外プレ・インターンシップ助成：Borderless LINK（ミャンマー）、BLJ Bangladesh Corporation（バングラ
デシュ）Grameen Bank（バングラデシュ） 
2015.08.27 バイリンガル教育を考える国際シンポジウム「2 つ以上の言葉の狭間で生きる子どもたち」 
2015.08.31-09.26 海外インターンシップ助成：Sayariy Warmi（ボリビア） 
2015.09.01-10 GLOCOL 海外フィールドスタディ（A）「コミュニティ防災 ― 命を守るためのつながりを学ぶ」（インド
ネシア） 
2015.09.01-10.30 海外インターンシップ助成： Center for Molecuular and Macromolecular Studies Poland Academy of Science 





2015.09.24 海外フィールドスタディ（B） 平成 27 年度募集 
2015.10.01 海外プレ・インターンシップ助成 第 2 期分募集 
2015.10.05 海外フィールドスタディ（B） 平成 27 年度募集 
2015.10.05 GLOCOL セミナー（129）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（29）「IMF 業務紹介セミナー」 





2015.11.02 海外フィールドスタディ（B） 平成 27 年度 追加募集 
2015.11.06 GLOCOL セミナー（130）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（30）「人道危機に立ち向かう ― 
現場で求められるリーダーシップとは」 
2015.11.09 FIELDO BBL セッション（18）「あなたも日韓学生フォーラムに参加しませんか？ ― 2016 年日韓学生
フォーラム説明会」 
2015.11.09 海外インターンシップ助成 追加募集 
2015.11.10 スタッフ会議（7） 
2015.11.14-15 医学／医療者教育研究＆臨床研究ワークショップ 質的研究編(2) 
2015.11.19 GLOCOL セミナー（131） 連続セミナー（1）「大学とグローバル化 ― 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の
経験から」「アジアの課題と大学の知」 
2015.11.21 GLOCOL セミナー（132） 連続セミナー（2）「大学とグローバル化 ― 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の








仕事 ― 国際機関で働くということ」 
2015.12.04 GLOCOL セミナー（133） 連続セミナー（3）「大学とグローバル化 ― 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の
経験から」「海外体験型教育プログラムのつくりかた ― GLOCOL・FIELDO の経験・教訓を共有」 
2015.12.08 スタッフ会議（8） 
2015.12.11 GLOCOL セミナー（134） 連続セミナー（4）「大学とグローバル化 ― 大阪大学 GLOCOL の 9 年間の
経験から」 「グローバルに生きる！ ― はじまりは GLOCOL だった」 
2015.12.13 日本マレーシア学会 第 24 回研究大会 国際シンポジウム「現代マレーシアの舞台芸術と文化政策」 
2015.12.17 FIELDO BBL セッション（19）「海外渡航時の健康管理について」 
2015.12.21 「海外大学院留学説明会」 
2015.12.22 センター会議（8） 
2015.12.22 GLOCOL セミナー（135）「モンゴルから一点突破で貧困の解消に挑む 12 年」 
2016.01.12 スタッフ会議（9） 
2016.01.12 GLOCOL セミナー（136）「閉鎖国家・北朝鮮を取材する ― 接近し、証拠を示す取材」 
2016.01.18 GLOCOL セミナー（137）「第 68 回日米学生会議 募集説明会」 
2016.01.27-28 公開シンポジウム「大学のグローバル化と学生海外渡航時のリスク管理 ― 学生を守る・大学を守る」 
2016.02.02 センター会議（9） 
2016.02.09 外部評価委員会 
2016.02.13-22 GLOCOL 海外フィールドスタディ（B）「国際司法・平和の現場を知る」（オランダ） 












































発行日   2016 年 3 月 25 日（非売品）  
編集責任者 住村欣範  
編集実務   宮地薫子  
編集発行  大阪大学グローバルコラボレーションセンター（GLOCOL）  
〒 565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-7 
TEL： 06-6879-4442  FAX： 06-6879-4444 
http://www.glocol.osaka-u.ac.jp/ 
 
 
??
???
?
???
???
?
?????????????????
?????????????????????
GLOBAL COLLABORATION CENTER
OSAKA UNIVERSITY
????
????
?????????????????????
GLOBAL COLLABORATION CENTER
OSAKA UNIVERSITY
http://www.glocol.osaka-u.ac.jp/
